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編
集
者
の
ひ
と
こ
と

　

梅
雨
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
動

い
て
い
な
い
の
に
汗
を
か
き
、
冷
た

い
ジ
ュ
ー
ス
ば
か
り
飲
ん
で
、
す
で

に
夏
バ
テ
に
な
っ
て
い
ま
す
（
笑
）

　

さ
て
、
話
は
さ
か
の
ぼ
り
ま
す

が
、
3
月
は
佐
世
保
市
の
烏
帽
子
で

ド
ッ
グ
ラ
ン
、
長
崎
市
の
伊
王
島
で

テ
ニ
ス
、
4
月
は
福
岡
市
の
舞
鶴
公
園

や
西
海
市
の
西
海
橋
公
園
で
お
花
見

と
、
か
な
り
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
動
き
ま

し
た
。
そ
れ
も
こ
れ
も
友
達
が
イ
ン

ド
ア
な
自
分
を
誘
っ
て
く
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
…
（
あ
り
が
た
い
で
す
）

　

テ
ニ
ス
は
初
心
者
で
色
々
と
教
わ

っ
た
の
で
す
が
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の

テ
ニ
ス
と
は
感
覚
が
全
く
違
い
、
ボ

ー
ル
が
高
く
打
ち
あ
が
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
徐
々
に
コ
ツ
を
つ
か
み
出

し
た
時
に
は
、
あ
っ
と
言
う
間
に
2

時
間
が
経
ち
、
コ
ー
ト
の
予
約
時
間

が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た

テ
ニ
ス
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ

の
頃
、
広
報
さ
い
か
い
5
月
号
11
ペ

ー
ジ
目
の
「
大
瀬
戸
総
合
運
動
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
オ
ー
プ
ン
」
と
い

う
記
事
を
見
て
、
体
が
う
ず
き
だ
し

て
い
ま
す
！
…
（
ひ
）

楽
し
い
初
夏
の
賑
わ
い

雪
浦
ウ
ィ
ー
ク

つ
な
が
る
 ひ
ろ
が
る
 未

来
へ
つ づ く  健 康 の 里 さ い か

い

つ
な
が
る
 ひ
ろ
が
る
 未

来
へ
つ づ く  健 康 の 里 さ い か

い

つつつ
なななな
がががが
るるるる
ひひひひ
ろろろろ
がががが
るるるる

未未未未
来来来来
へへへへ
つつつつ づづづづ くくくく 健健健健 康康康康 のののの 里里里里 ささささ いいいい かかかか

いいいい
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観光トピック

市長コラム

ふ
る
さ
と
を
応
援
！

　
　
　
　

〜
い
つ
ま
で
も
輝
け
る
ま
ち
へ
〜

　

ふ
る
さ
と
寄
附
制
度
は
、生
ま
れ
故
郷
や
応
援

し
た
い
と
想
う
方
か
ら
広
く
寄
附
金
を
募
り
、こ

れ
を
財
源
と
し
て
各
種
事
業
を
実
施
し
、ふ
る
さ

と
の
活
性
化
に
資
す
る
も
の
で
す
。1
万
円
以
上

寄
附
さ
れ
た
方
に
は
ふ
る
さ
と（
西
海
市
）の
特
産

品
を
お
送
り
し
ま
す
。詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、西
海
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

寄
附
金
を
活
用
す
る
事
業
内
容

❶
自
然
景
観
の
保
全
や
緑
化
の
推
進

❷
観
光
施
設
の
美
観・価
値
を
維
持
、ふ
る
さ
と
の

　

観
光
地
の
ア
ピ
ー
ル

❸
伝
統
芸
能
や
地
域
文
化・食
文
化
の
伝
承

　

お
よ
び
育
成
の
支
援

❹
少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援
、

　

児
童
教
育
の
環
境
整
備

❺
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
福
祉
の
増
進
の
支
援

❻
旧
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村
施
設
の
再
生

❼
そ
の
他
西
海
市
の
発
展
に
寄
与
す
る
と

　

認
め
ら
れ
る
も
の

問
い
合
わ
せ
先

情
報
観
光
課　

☎
37
―
0
0
6
4

　

西
海
市
商
工
会
で
は
、西
海
市
内
で
の
購

買
を
促
進
し
、地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、1
冊
1
万
円
で
1
万
2
千

円
分
の
お
買
い
物
が
で
き
る「
2
0
1
6
さ

い
か
い
ほ
っ
と
券
プ
レ
ミ
ア
ム
」を
販
売
し
ま

す
。

　

今
年
も
な
ん
と
！
20
％
お
得
！
ま
さ
に

”プ
レ
ミ
ア
ム
“な
商
品
券
で
す
。

　

さ
ら
に
今
回
は
す
べ
て
5
0
0
円
券
な
の

で
、使
い
勝
手
も
プ
レ
ミ
ア
ム
!!

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、お
得
な
商
品
券
を
皆

さ
ま
の
暮
ら
し
の
充
実
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。詳
細
に
つ
い
て
は
、西
海
市
商
工
会
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
5
0
0
円
券
24
枚
綴

　
（
1
万
2
千
円
）を
1
万
円
で
販
売
。

●
販
売
開
始
は
7
月
3
日（
日
）

　

10
時
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

★
売
り
切
れ
次
第
終
了
し
ま
す
。

★
今
回
、事
前
予
約
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
一
人
当
り
の
購
入
限
度
額
は

　

5
万
円
で
す
。

　
（
代
理
購
入
は
1
名
分
ま
で
）

●
購
入
対
象
者
は
西
海
市
民
ま
た
は
、

　

西
海
市
内
に
お
勤
め
の
方
。

●
市
内
の
加
盟
店
で
使
用
で
き
ま
す
。

●
使
用
期
限
は
平
成
28
年
12
月
31
日

　
（
土
）ま
で
の
予
定
で
す
。

※
販
売
方
法
等
詳
し
い
内
容
は
、同
封
の

　

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

を
販
売
し
ま
す
！

「
2
0
1
6
さ
い
か
い
ほ
っ
と
券
プ
レ
ミ
ア
ム
」

西
海
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

問
い
合
わ
せ
先

西
海
市
商
工
会（
☎
37
―
5
4
0
0
）

担
当
：
原
口
、田
中

http://w
w
w
.shokokai-nagasaki.or.

jp/saikai

「
2
0
1
6
さ
い
か
い

  

ほ
っ
と
券
プ
レ
ミ
ア
ム
」概
要
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西
彼
町

○
伊
ノ
浦 

門
野　

清
明
（
再
）

○
小
迎 

前
田　

純
一
（
新
）

○
白
崎 

永
田　

清
昭
（
新
）

○
下
岳 

朝
長　

紀
文
（
新
）

○
上
岳 

山
田　

守　
（
新
）

○
白
似
田 

伊
東　

孝
敏
（
新
）

○
風
早 

岡
﨑　

秀
敏
（
新
）

○
亀
浦 

河
本　

義
信
（
新
）

○
宮
浦 

中
尾　

新
治
（
新
）

○
中
山 

松
本　

進　
（
新
）

西
海
町

○
丹
納 

山
下　

明
利
（
新
）

○
川
内 

山
下　

秋
法
（
新
）

○
水
浦 

末
長　

昭
則
（
新
）

○
横
瀬
東 

宮
﨑　

正
宏
（
新
）

○
横
瀬
西 

永
野　

道
廣
（
再
）

○
面
高 

大
久
保　

克
吉
（
新
）

○
天
久
保 

中
川　

明
盛
（
新
）

○
黒
口 

牛
水　

司　
（
新
）

○
中
浦 

辻　
　

道
行
（
再
）

　

5
月
18
日
、
西
彼
総
合
支
所
に
お
い
て

西
海
市
行
政
区
長
連
絡
協
議
会
の
平
成
28

年
度
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

75
名
の
参
加
が
あ
っ
た
会
議
で
は
、
平

成
27
年
度
の
事
業
実
績
と
会
計
決
算
が
報

告
さ
れ
、
平
成
28
年
度
の
事
業
計
画
と
予

算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
地
区
か
ら
出
さ
れ
た
要
望
事

項
に
対
す
る
市
か
ら
の
回
答
と
説
明
が

あ
っ
た
ほ
か
、
盛
ん
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

元
西
海
町
立
南
小
学
校
校
長
の
吉
田
隆

司
さ
ん（
大
瀬
戸
町
）
が
高
齢
者
叙
勲
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

吉よ
し
だ田　

隆た
か
し司
さ
ん（
88
歳
）

元
西
海
町
立
南
小
学
校
校
長

教
育
委
員
に
川
南
さ
ん
が
再
任

　

5
月
16
日
を
も
っ
て
西
海
市
教
育
委

員
の
任
期
が
満
了
す
る
川
南
ま
つ
み
さ

ん
が
、
第
1
回
西
海
市
議
会
定
例
会
で

同
意
を
得
て
、
5
月
17
日
に
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

行
政
区
長
の
皆
さ
ま
に
は
、
市
と
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
。
市
か
ら
の
配
布
物
を
届
け
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、
各
種
事
務
連
絡
の
伝
達
、
地
区

要
望
の
と
り
ま
と
め
等
を
お
願
い
し
、
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
お
世
話
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

任
期
中
の
方
の
紹
介
は
割
愛
し
ま
す
。

○
七
釜 

宮
本　

宣
治
（
再
）

○
白
岳 

林　
　

和
之
（
新
）

大
島
町

○
塩
田 

岩
永　

喜
吉
（
再
）

○
蛤 

峯
山　

初
幸
（
再
）

○
徳
万 

山
戸　

初
幸
（
新
）

○
間
瀬
本
町
1
区 

辻
田　

和
義
（
再
）

○
間
瀬
本
町
2
区 

福
永　

正
樹
（
再
）

○
間
瀬
東
町
1
区 

山
口　

道
人
（
再
）

○
間
瀬
東
町
2
区 

力
武　

征
敏
（
再
）

○
馬
込
東 

小
谷
川　

安
正
（
再
）

○
馬
込
西 

松
本　

民
生
（
新
）

○
百
合
ケ
岳 

内
野　

繁
樹
（
再
）

崎
戸
町

○
江
島
東 

宮
﨑　

博
章
（
新
）

○
江
島
浜 

渡
邉　

一
男
（
新
）

大
瀬
戸
町

○
西
浜 

谷
川　

淸
（
再
）

平
成
28
年
度
の
行
政
区
長
を
紹
介
し
ま
す（
新
任
・
再
任
）

西
海
市
行
政
区
長
連
絡

　

協
議
会
の
総
会
を
開
催

高
齢
者
叙
勲

瑞宝双光章（教育功労）
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平成28年 熊本地震に伴うお知らせ
　このたびは平成28年熊本地震の被害に遭われた皆さまに謹んでお見舞い申し上げます。一
日でも早い復旧を心よりお祈り申し上げます。
　西海市役所では今回の地震に伴い、被災地への義援金を受け付けていますので、皆さまの温
かいご支援をお願いします。また、一時的な避難場所として西海市営住宅を提供していますの
で、被災地で住まいに困られているご家族や知人の方へ情報提供のご協力をお願いします。

被災者の方へ

西海市民の方へ

西海市営住宅への入居について

義援金について

概要
　平成28年熊本地震で被災した方々に対して、一時
的な避難場所として西海市営住宅を提供します。
提供する住宅（予定）　市営住宅 40戸
入居条件
　1. 使用期間　入居許可日より6ヶ月間
　※ただし延長がやむを得ないと認める場合は1年

を超えない範囲で更新します。
　2. 家賃・敷金　全額免除
　3. 連帯保証人　免除
申込先
　西海市役所住宅建築課または各総合支所で受け付
けます。

必要な物
　●運転免許証・保険証など被災地域に居住している
ことを証明するもの。

　●市町村発行の罹災証明書（後日提出でも可）
　●印鑑（本人が署名の場合は不要）
実施期間　4月25日（月）～
問い合わせ先
住宅建築課公営住宅班　☎0959－37－0021

　義援金は日本赤十字社を通して、熊本県の復興支
援のために使用されます。左記の場所で受け付けて
いますので、皆さまのご協力をよろしくお願い申し上
げます。
受付場所　本庁および各総合支所または各出張所
問い合わせ先　福祉課　☎37－0069

　売りたい、貸したいと思う物件がありましたら、下記
までお問い合わせください。
問い合わせ先　政策企画課　☎37－0063

　西海市内の災害時における避難場所は西海市ウェ
ブサイトに掲載しています。
URL　
http://www.city.saikai.nagasaki.jp/docs/2011
030900107/
問い合わせ先　安全安心課　☎37－0028

　西海市から4月18日に救援物資を熊本市へ搬送しました。
　また、4月21日に西海市職員2名、4月27日に同職員1名、
5月9日に同職員4名を熊本地震被災の救援の為に1週間
派遣しました。

空き家情報について

災害時避難場所について

NEWS

▲水を搬送▲地割れしたグラウンド

▲長崎県市町職員
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海
町
立
南
小
学
校
校
長

教
育
委
員
に
川
南
さ
ん
が
再
任

　

5
月
16
日
を
も
っ
て
西
海
市
教
育
委

員
の
任
期
が
満
了
す
る
川
南
ま
つ
み
さ

ん
が
、
第
1
回
西
海
市
議
会
定
例
会
で

同
意
を
得
て
、
5
月
17
日
に
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

行
政
区
長
の
皆
さ
ま
に
は
、
市
と
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
。
市
か
ら
の
配
布
物
を
届
け
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、
各
種
事
務
連
絡
の
伝
達
、
地
区

要
望
の
と
り
ま
と
め
等
を
お
願
い
し
、
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
お
世
話
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

任
期
中
の
方
の
紹
介
は
割
愛
し
ま
す
。

○
七
釜 

宮
本　

宣
治
（
再
）

○
白
岳 

林　
　

和
之
（
新
）

大
島
町

○
塩
田 

岩
永　

喜
吉
（
再
）

○
蛤 

峯
山　

初
幸
（
再
）

○
徳
万 

山
戸　

初
幸
（
新
）

○
間
瀬
本
町
1
区 

辻
田　

和
義
（
再
）

○
間
瀬
本
町
2
区 

福
永　

正
樹
（
再
）

○
間
瀬
東
町
1
区 
山
口　

道
人
（
再
）

○
間
瀬
東
町
2
区 
力
武　

征
敏
（
再
）

○
馬
込
東 

小
谷
川　

安
正
（
再
）

○
馬
込
西 

松
本　

民
生
（
新
）

○
百
合
ケ
岳 

内
野　

繁
樹
（
再
）

崎
戸
町

○
江
島
東 

宮
﨑　

博
章
（
新
）

○
江
島
浜 

渡
邉　

一
男
（
新
）

大
瀬
戸
町

○
西
浜 

谷
川　

淸
（
再
）

平
成
28
年
度
の
行
政
区
長
を
紹
介
し
ま
す（
新
任
・
再
任
）

西
海
市
行
政
区
長
連
絡

　

協
議
会
の
総
会
を
開
催

高
齢
者
叙
勲

瑞宝双光章（教育功労）
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ま
ち
づ
く
り

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
N
B
C
長
崎
放
送
に
合
わ
せ
て
リ
モ
コ
ン
の

ⓓ
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
い
つ
で
も
手
軽
に
西
海
市
の
発
信
情
報
を
見
る
事
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
の
地
デ
ジ
化
が
完
了
し
、
長
崎
県
内
で
地
デ
ジ
の
電
波
が
受
信
可
能

な
場
所
で
あ
れ
ば
、
無
料
で
閲
覧
が
可
能
で
す
。（
実
施
し
て
い
る
他
自
治
体
の
情
報
も
閲

覧
可
能
）配
信
時
の
ア
ク
セ
ス
集
中
に
よ
る
通
信
障
害
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
市
政
」「
イ

ベ
ン
ト
」「
健
康
・
福
祉
」「
子
育
て
教
育
」「
募
集
」「
防
災
」の
6
項
目
に
分
け
て
く
ら
し
役

立
つ
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

問
い
合
わ
せ
先　

政
策
企
画
課
秘
書
広
報
班

☎
37

－

0
2
6
1

西
海
市
の
情
報
を
テ
レ
ビ
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
！

①
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
N
B
C
長
崎
放
送

に
合
わ
せ
て
リ
モ
コ
ン
の
d
ボ
タ

ン
を
押
す

②「
自
治
体
情
報
」を
選
択

③
項
目「
市
政
」「
イ
ベ
ン
ト
」「
健
康
・

福
祉
」「
子
育
て
教
育
」「
募
集
」「
防

災
」か
ら
1
項
目
選
択

④
確
認
し
た
い
内
容
を
選
択
す
る
と

右
側
に
詳
細
が
表
示
さ
れ
る

05

まちづくり
ま
ち
づ
く
り

　
「
市
長
と
車
座
ト
ー
ク
」は
、
開
催
を
希

望
さ
れ
る
市
民
の
皆
さ
ま
の
も
と
へ
市
長

が
う
か
が
い
、
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
西
海

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
う
も
の
で
す
。「
市
長
と
車
座
ト
ー
ク
」

の
申
込
用
紙
は
、
市
役
所
本
庁
お
よ
び
各

総
合
支
所
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
西

海
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
の
で
、
各
総
合
支
所
窓
口
ま
た

は
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
メ
ー
ル
で
政

策
企
画
課
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

〒
8
5
7

－

2
3
9
2

　

西
海
市
大
瀬
戸
町
瀬
戸
樫
浦
郷

　

2
2
2
2
番
地

　

政
策
企
画
課

　
　

☎
37

－

0
0
6
3

　
　

Ⓕ
23

－

3
1
0
1

　
　

E-m
ail:seisaku@

city.saikai.lg.jp

パ
ブ
リ
ッ
クコ

メ
ン
ト
募
集
！

〜
第
2
次
西
海
市
総
合
計
画

基
本
構
想
の
策
定
に
あ
た
っ
て
〜

　

西
海
市
の
今
後
10
年
間
に
お
け
る
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営
を
図
る
た
め

の
方
向
性
を
示
す
、「
第
2
次
西
海
市
総
合

計
画
基
本
構
想
」の
策
定
に
際
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め
、

〜
「
市
政
懇
談
会
」を

市
内
5
箇
所
で
開
催
し
ま
す
〜

　

西
海
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を

直
接
お
聞
き
し
、
こ
れ
か
ら
の「
西
海
市

の
ま
ち
づ
く
り
」
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

「
市
政
懇
談
会
」
お
よ
び「
市
長
と
車
座

ト
ー
ク
」を
開
催
し
ま
す
。

【
市
政
懇
談
会
】

　
「
市
政
懇
談
会
」
は
市
政
全
般
に
つ
い

て
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
お
聞

き
す
る
も
の
で
す
。

特
に
今
年
度
は
、
第
2
次
西
海
市
総
合
計

画
に
関
す
る
ご
意
見
を
お
伺
い
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「
市
政
懇
談
会
」へ
の
参
加
は
申

込
不
要
で
す
。

【
日
時
・
場
所
】

・
6
月
29
日（
水
）19
時
〜

　

崎
戸
中
央
公
民
館

・
7
月
1
日（
金
）19
時
〜

　

大
島
農
村
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
7
月
4
日（
月
）19
時
〜

　

西
海
公
民
館

・
7
月
6
日（
水
）19
時
〜

　

大
瀬
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
7
月
8
日（
金
）19
時
〜

　

西
彼
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

皆
さ
ま
の
声
を
市
政
に
！

市
長
と
車
座
ト
ー
ク

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

【
意
見
募
集
要
領
】

1
．募
集
対
象

「
第
2
次
西
海
市
総
合
計
画
基
本
構
想

（
案
）」に
対
す
る
ご
意
見

2
．募
集
期
間

7
月
上
旬
〜
中
旬

（
詳
細
は
、
準
備
が
出
来
次
第
、
西
海
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

3
．応
募
資
格

西
海
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
、
西
海
市

内
に
事
務
所
、
事
業
所
を
有
す
る
方
、

法
人
、
団
体
、
西
海
市
内
の
事
業
所
、

学
校
等
に
勤
務
・
在
学
さ
れ
て
い
る
方

4
．資
料
の
閲
覧
方
法

（
1
）西
海
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
閲
覧

（
2
）文
書
閲
覧

　

本
庁（
政
策
企
画
課
）、
各
総
合
支

所
、
各
出
張
所
に
備
え
付
け
ま
す
。

5
．応
募
書
類

　

様
式
は
特
に
定
め
ま
せ
ん
。

　
「
件
名
」、「
あ
て
先
」、「
氏
名
」、

「
住
所
」、「
意
見
（
該
当
箇
所
、
意

見
）」
を
記
載
し
た
も
の
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。　

※
参
考
様
式
を
各
閲
覧
場
所
お
よ
び
、

西
海
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
備
え
付
け

ま
す
。

6
．提
出
方
法

（
1
）文
書
閲
覧
窓
口
へ
直
接
提
出

（
2
）郵
送　

〒
8
5
7

－

2
3
9
2

　
　

西
海
市
大
瀬
戸
町
瀬
戸
樫
浦
郷

　
　

2
2
2
2
政
策
企
画
課　

宛　

（
3
）Ⓕ
23

－

3
1
0
1

（
4
）西
海
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

　
　

お
問
い
合
せ
フ
ォ
ー
ム

7
．提
出
期
限

7
月
中
旬

（
詳
細
は
、
準
備
が
出
来
次
第
、
西
海
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
先

　

政
策
企
画
課

　

☎
37

－

0
0
6
3

　

Ⓕ
23

－

3
1
0
1

西
海
市
松
島
架
橋
早
期
建
設
期
成

会
総
決
起
集
会
を
開
催
し
ま
す

　

松
島
架
橋
の
早
期
建
設
は
、
市
民
や
地

域
間
の
交
流
促
進
と
救
急
医
療
体
制
の
確

保
を
図
る
た
め
、
立
地
企
業
や
地
域
資
源

の
特
性
を
活
か
し
た
地
域
経
済
の
発
展
を

図
る
た
め
、
本
市
の
重
要
な
課
題
と
位
置

付
け
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
松
島
架
橋
の
早
期
建
設
に
向

け
て
市
民
一
丸
と
な
っ
た
機
運
を
盛
り
上

げ
て
い
く
た
め
、
総
決
起
集
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】

　

6
月
11
日（
土
）14
時
か
ら

　

大
瀬
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

　

政
策
企
画
課　

☎
37

－

0
0
6
3
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ま
ち
づ
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り

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
N
B
C
長
崎
放
送
に
合
わ
せ
て
リ
モ
コ
ン
の

ⓓ
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
い
つ
で
も
手
軽
に
西
海
市
の
発
信
情
報
を
見
る
事
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
の
地
デ
ジ
化
が
完
了
し
、
長
崎
県
内
で
地
デ
ジ
の
電
波
が
受
信
可
能

な
場
所
で
あ
れ
ば
、
無
料
で
閲
覧
が
可
能
で
す
。（
実
施
し
て
い
る
他
自
治
体
の
情
報
も
閲

覧
可
能
）配
信
時
の
ア
ク
セ
ス
集
中
に
よ
る
通
信
障
害
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
市
政
」「
イ

ベ
ン
ト
」「
健
康
・
福
祉
」「
子
育
て
教
育
」「
募
集
」「
防
災
」の
6
項
目
に
分
け
て
く
ら
し
役

立
つ
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

問
い
合
わ
せ
先　

政
策
企
画
課
秘
書
広
報
班

☎
37

－

0
2
6
1

西
海
市
の
情
報
を
テ
レ
ビ
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
！

①
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
N
B
C
長
崎
放
送

に
合
わ
せ
て
リ
モ
コ
ン
の
d
ボ
タ

ン
を
押
す

②「
自
治
体
情
報
」を
選
択

③
項
目「
市
政
」「
イ
ベ
ン
ト
」「
健
康
・

福
祉
」「
子
育
て
教
育
」「
募
集
」「
防

災
」か
ら
1
項
目
選
択

④
確
認
し
た
い
内
容
を
選
択
す
る
と

右
側
に
詳
細
が
表
示
さ
れ
る

05



環
境
ニ
ュ
ー
ス

環境ニュース

ー 問い合わせ先 ー
環境政策課　☎37ー 0065
環境政策課では環境ニュースとしてごみ減量化や地球温暖化などの
問題について情報提供・発信を行います。

　

ご
み
の
分
別
の
確
認
に

つ
い
て
は
、
炭
化
セ
ン
タ
ー

通
信
第
1
号（
平
成
28
年
4

月
号
）
に
て
、
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
依
然

と
し
て
左
記
の
写
真
の
よ

う
な
燃
え
な
い
ご
み
等
が

燃
え
る
ご
み
に
混
入
し
て
、

機
械
の
詰
ま
り
が
発
生
し
、

ご
み
処
理
に
支
障
が
出
て

い
ま
す
。

　

今
一
度
、
分
別
の
徹
底
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
分
別
の
徹
底
の
お
願
い
◆

3月
もえるごみ処理量 500.33t
炭化燃料 91.46t製造

4月
もえるごみ処理量 712.06t
炭化燃料 136.51t製造

金属製スプーン、針金等 剪定ばさみ

ご
み
減
量「
４
R
」を
実
行
し
ま
し
ょ
う
！

　

西
海
市
で
の
平
成
26
年
度
の
リ
サ
イ
ク

ル
率
は
16.

3
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
こ
れ

は
長
崎
県
全
体
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
よ
り
も

若
干
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
全

国
平
均
よ
り
も
下
回
っ
て
い
ま
す
。

（
平
成
25
年
度
長
崎
県
全
体
16.

0
パ
ー
セ

ン
ト
、
全
国
20.

6
パ
ー
セ
ン
ト
）

　

ご
み
の
減
量
を
効
率
的
に
進
め
る
た
め

に
も
市
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
意
識

を
し
て
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

限
り
あ
る
資
源
を
い
か
す
た
め
に
、

「
４
R
」を
実
行
し
ま
し
ょ
う
！

①
断
る
・
買
わ
な
い（R

e
fu
se
:

リ
フ
ュ
ー
ズ
）

　

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
を
断
る

②
発
生
抑
制
（R

e
d
u
ce
:

リ
デ
ュ
ー
ス
）

　

も
の
を
大
切
に
し
、
ご
み
を
出
さ
な
い

③
再
利
用
（R

e
u
se
:

リ
ユ
ー
ス
）

　

使
え
る
も
の
は
、
繰
り
返
し
使
う

④
再
生
利
用（R

e
cycle

:

リ
サ
イ
ク
ル
）

　

資
源
と
し
て
使
え
る
も
の
は
再
生
利
用
す
る

　

以
上
の
順
番
で
取
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
4
R
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、
家
庭
で

も
ご
み
を
減
ら
す
取
組
み
を
し
ま
し
ょ
う
。

な
く
そ
う
！
不
法
投
棄

　

不
法
投
棄
と
は
、
決
め
ら
れ
た
場
所
以

外
に
廃
棄
物
を
捨
て
る
こ
と
を
い
い
ま

す
。
不
法
投
棄
を
し
た
場
合
は
法
律
に
よ

り
処
罰
さ
れ
ま
す
。
土
地
の
所
有
者
ま
た

は
占
有
者
は
、
そ
の
所
有
等
を
す
る
土
地

に
お
い
て
、
不
適
正
に
処
理
さ
れ
た
廃
棄

物
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
発
見
し
た
と
き

は
、
環
境
政
策
課
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
行
為
者
が
不
明
な
場
合
、
不
法

投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
の
撤
去
は
、
土
地
管

理
者
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
自
分

の
管
理
す
る
土
地
は
、
日
頃
か
ら
十
分
に

管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

《
不
法
投
棄
さ
れ
や
す
い
場
所
》

①
車
や
人
が
ほ
と
ん
ど
通
ら
な
い
道
路
付
近
の

山
林

②
周
り
に
民
家
が
な
く
、
人
目
に
あ
ま
り
つ
か

な
い
農
地
や
山
林

③
雑
草
が
生
い
茂
っ
た
空
き
地

※
不
法
投
棄
さ
れ
な
い
た
め
に
、
日
頃
か
ら
、
土
地
の
管
理
者

が
所
有
地
の
見
回
り
を
し
た
り
、
空
き
地
の
除
草
作
業
を
し

た
り
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

６
月
は
環
境
月
間
で
す

　

毎
年
環
境
省
の
呼
び
か
け
で
、
6
月
5
日
の「
環
境
の
日
」を
中
心
に
、
全
国
各
地
で

環
境
に
関
す
る
様
々
な
行
事
や
取
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
美
し
い
ふ
る
さ

と
づ
く
り
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

不法投棄現場
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き
ょ
う
い
く
の
広
場

きょういくの広場

●西彼地区
ロバのサイン会
吉野　万理子
テレビで人気の、旅するロバ・ウサウ
マが出会った、8つの優しい物語。猫、
イルカ、鹿、イグアナ、インコ、蝶、－
動物たちの視点で描く、愛することと
生きること。疲れた心を優しく撫で
る、珠玉のハートフル・ストーリー！

●西海地区
眩（くらら）
朝井　まかて
北斎の娘に生まれ、その右腕として様々
な絵を描く一方、自分だけの光と色を終
生追い続けた女絵師・応為。自問自答す
る20代から、傑作「吉原格子先之図」に
到る60代までを描く。

●大島地区
セーラー服の歌人　鳥居
岩岡　千景
目の前での母の自殺、児童養護施設
での虐待、ホームレス生活…。今も複
雑性PTSDの病と共に生きる、ある女
性歌人の感動的な半生を、鮮烈な短
歌を交えて描くノンフィクション。

●大瀬戸地区
橋を渡る
吉田　修一
不倫、不正、裏切り－。正義によって裁く
か、見ないふりをするか。ビール会社の
営業課長、明良。都議会議員の夫と息子
を愛する篤子。TV局の報道ディレク
ター、謙一郎。2014年の東京で暮らす
3人の選択が、未来を変えていく。

西彼

西海

大島

崎戸

大瀬戸

西彼

西海

大瀬戸

大島

一般書

児童書

題　名 著　者

題　名 著　者

バベル九朔 万城目　学
コーイチは、高く飛んだ 辻堂　ゆめ
誰にも探せない 大崎　梢
だからつくる調味料 オザワ　エイコ
まく子 西　加奈子
恩讐の鎮魂曲 中山　七里
海の見える理髪店 荻原　浩
砂丘の蛙 柴田　哲孝
フランス人は10着しか服を持たない2 ジェニファー・L・スコット
規格外な夫婦 龍　たまこ
青と白と 穂高　明
ふんわり、しっとりケーキ 浜内　千波
拳の先 角田　光代
風聞き草墓標 諸田　玲子
無印良品とはじめるミニマリスト生活 やまぐち　せいこ

6月4日
午前10時00分～
6月11日
午前10時30分～
6月18日
午前10時00分～
6月25日
午前10時30分～

絵本の読み語り・
工作など
絵本の読み語り
ほか
絵本の読み語り・
工作など
絵本の読み語り
ほか

いろいろおすし 山岡　ひかる
ねこ探！② 村上　しいこ
ぞうさん にしまき　かやこ
きょうりゅうがすわっていた 矢吹　申彦
いえができるまで 砺波　周平
ケンガイにっ！ 髙森　美由紀
ルルとララのすてきなパーティブック あんびる　やすこ
臓器をとりかえ若がえり！永遠の命が手に入る!? 荒舩　良孝
ぎょうれつのできるレストラン ふくざわ　ゆみこ
とんでもない 鈴木　のりたけ
それでも、海へ　陸前高田に生きる 安田　菜津紀
なでなでももんちゃん とよた　かずひこ
図書館脱出ゲーム　上・下 クリス・グラベンスタイン
墓守りのレオ 石川　宏千花

地区

西彼

西海

大島

崎戸

大瀬戸

地区

土曜日
開 催

地区 日　時 内　容

1枚の利用者カードで西海市内の公立図
書館・図書室の本を借りることができま
す。ぜひ、ご利用下さい。

なお、貸出期間は2週間
です。借りたら期限内に
返却をお願いします。

！

西彼図書館
大島図書館
西海歴史民俗資料館図書室
大瀬戸歴史民俗資料館図書室
崎戸中央公民館図書室

西彼町喰場郷736
大島町1922-2
西海町黒口郷488-1
大瀬町瀬戸西濱郷61-1
崎戸町蠣浦郷1645

37-0228
37-0247
37-0234
37-0268
37-0158

毎週土・日曜日
午前9時～午後5時

毎週
月曜日

祝日・年末年始
（12月29日～
 翌年1月3日）
蔵書点検期間

火曜日～金曜日
午前10時～午後6時

月～金曜日午前9時～午後5時 土・日曜日

開館時間 休館日
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環
境
ニ
ュ
ー
ス

環境ニュース

ー 問い合わせ先 ー
環境政策課　☎37ー 0065
環境政策課では環境ニュースとしてごみ減量化や地球温暖化などの
問題について情報提供・発信を行います。

　

ご
み
の
分
別
の
確
認
に

つ
い
て
は
、
炭
化
セ
ン
タ
ー

通
信
第
1
号（
平
成
28
年
4

月
号
）
に
て
、
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
依
然

と
し
て
左
記
の
写
真
の
よ

う
な
燃
え
な
い
ご
み
等
が

燃
え
る
ご
み
に
混
入
し
て
、

機
械
の
詰
ま
り
が
発
生
し
、

ご
み
処
理
に
支
障
が
出
て

い
ま
す
。

　

今
一
度
、
分
別
の
徹
底
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
分
別
の
徹
底
の
お
願
い
◆

3月
もえるごみ処理量 500.33t
炭化燃料 91.46t製造

4月
もえるごみ処理量 712.06t
炭化燃料 136.51t製造

金属製スプーン、針金等 剪定ばさみ

ご
み
減
量「
４
R
」を
実
行
し
ま
し
ょ
う
！

　

西
海
市
で
の
平
成
26
年
度
の
リ
サ
イ
ク

ル
率
は
16.

3
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
こ
れ

は
長
崎
県
全
体
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
よ
り
も

若
干
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
全

国
平
均
よ
り
も
下
回
っ
て
い
ま
す
。

（
平
成
25
年
度
長
崎
県
全
体
16.

0
パ
ー
セ

ン
ト
、
全
国
20.

6
パ
ー
セ
ン
ト
）

　

ご
み
の
減
量
を
効
率
的
に
進
め
る
た
め

に
も
市
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
意
識

を
し
て
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

限
り
あ
る
資
源
を
い
か
す
た
め
に
、

「
４
R
」を
実
行
し
ま
し
ょ
う
！

①
断
る
・
買
わ
な
い（R

e
fu
se
:

リ
フ
ュ
ー
ズ
）

　

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
を
断
る

②
発
生
抑
制
（R

e
d
u
ce
:

リ
デ
ュ
ー
ス
）

　

も
の
を
大
切
に
し
、
ご
み
を
出
さ
な
い

③
再
利
用
（R

e
u
se
:

リ
ユ
ー
ス
）

　

使
え
る
も
の
は
、
繰
り
返
し
使
う

④
再
生
利
用（R

e
cycle

:

リ
サ
イ
ク
ル
）

　

資
源
と
し
て
使
え
る
も
の
は
再
生
利
用
す
る

　

以
上
の
順
番
で
取
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
4
R
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、
家
庭
で

も
ご
み
を
減
ら
す
取
組
み
を
し
ま
し
ょ
う
。

な
く
そ
う
！
不
法
投
棄

　

不
法
投
棄
と
は
、
決
め
ら
れ
た
場
所
以

外
に
廃
棄
物
を
捨
て
る
こ
と
を
い
い
ま

す
。
不
法
投
棄
を
し
た
場
合
は
法
律
に
よ

り
処
罰
さ
れ
ま
す
。
土
地
の
所
有
者
ま
た

は
占
有
者
は
、
そ
の
所
有
等
を
す
る
土
地

に
お
い
て
、
不
適
正
に
処
理
さ
れ
た
廃
棄

物
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
発
見
し
た
と
き

は
、
環
境
政
策
課
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
行
為
者
が
不
明
な
場
合
、
不
法

投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
の
撤
去
は
、
土
地
管

理
者
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
自
分

の
管
理
す
る
土
地
は
、
日
頃
か
ら
十
分
に

管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

《
不
法
投
棄
さ
れ
や
す
い
場
所
》

①
車
や
人
が
ほ
と
ん
ど
通
ら
な
い
道
路
付
近
の

山
林

②
周
り
に
民
家
が
な
く
、
人
目
に
あ
ま
り
つ
か

な
い
農
地
や
山
林

③
雑
草
が
生
い
茂
っ
た
空
き
地

※
不
法
投
棄
さ
れ
な
い
た
め
に
、
日
頃
か
ら
、
土
地
の
管
理
者

が
所
有
地
の
見
回
り
を
し
た
り
、
空
き
地
の
除
草
作
業
を
し

た
り
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

６
月
は
環
境
月
間
で
す

　

毎
年
環
境
省
の
呼
び
か
け
で
、
6
月
5
日
の「
環
境
の
日
」を
中
心
に
、
全
国
各
地
で

環
境
に
関
す
る
様
々
な
行
事
や
取
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
美
し
い
ふ
る
さ

と
づ
く
り
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

不法投棄現場
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ほ
け
ん
と
ふ
く
し

年に一度は身体の点検を!!  特定健診・がん検診を受けましょう

問い合わせ先
健康ほけん課　健康づくり班
☎37－0067

健診・検診名 自己負担金 検診内容 対象

特定健康診査 特 なし 生活習慣病健診 40～ 74歳の国保の方
若年者健診［New］ 若 なし 生活習慣病健診 30～ 39歳の国保の方

が
ん
検
診

前立腺がん検診 特 1,728円 血清PSA検査（採血）、特定健康診査と同
時実施 50 ～ 74歳までの男性

肺がん・結核
検診 胸 なし 胸部エックス線検査、喀痰検査 肺がん検診：40歳以上の方

結核検診：65歳以上の方
大腸がん検診 大 400円 便潜血反応検査（2日法） 40歳以上の方

胃がん検診 胃 800円 胃部エックス線検査
（バリウムによる透視） 40歳以上の方

そ
の
他
肝炎ウイルス
検査 特 なし 血液検査・特定健康診査と同時実施 40歳以上の方　受けたことが

ない方

目標受診率

特定健康診査　60％
がん検診　50％

※70歳以上、生活保護世帯、原爆手帳（骨粗しょう症検診除く）をお持ちの方は負担金はありません
※前立腺がん検診の負担金は、70歳以上、生活保護世帯も1,728円です
※各がん検診の無料クーポン券をお持ちの方はその検診の負担金はありません

【前立腺がん検診】
　但し、これまでに前立腺がん検診を受診して要精密と判定された方や、現在
医療機関において前立腺疾患の治療中の方は対象となりません。
　PSA値測定検査は、前立腺がんの発見に有効な検査ですが、その半面、治療を必要
としない前立腺がんを発見したり（過剰診断）、それに伴う不必要な検査や精神的負
担、精密検査に伴う合併症の頻度が高いという報告があります。前立腺がん検診を受
診するかしないかは、利益（前立腺がんの発見）と不利益を理解したうえ、ご自身で
判断してください。
　前立腺がんは、高齢になるとともに多くなるがんの代表です。前立腺がんの中に
は、進行がゆっくりで寿命に影響しないと考えられるがんもあります。

◎年齢基準は平成29年3月31日

≪胃がん検診対象地区≫
●…伊ノ浦、小迎、八木原、大串、平山
●…鳥加、白崎、下岳、上岳、喰場、平原、
　　白似田、風早、亀浦、宮浦、中山

この機会にぜひ
受診して、身体の
チェックを！！

【胃がん検診を受けられる方】
　前日の午後9時以降の飲食・タバコはお控えください。飲水は可
能です。
　特に血圧の薬は検診の1時間前までに少量の水でお飲みください。
　当日の血圧が180/110mmHg以上の方は受診できません。
　むせやすい方、糖尿病治療中、消化管の閉塞や穴が空いていると
指摘されたことがある方、すでに胃、大腸など消化器の疾患で通院
中の方はかかりつけ医にご相談されるか、受診を控えてください。

特 若 胸 大 胃 日程 受付時間 会場
● ● ● ●

7月14日（木）
  8：30～ 10：30

大島保健センター
● ● ● ● 13：00～ 14：00

● ● 15：15～ 15：45 大島総合支所
● ● ● ●

7月15日（金）
  8：30～ 10：30

大島保健センター
● ● ● ● 13：00～ 14：00

● ● 15：15～ 15：45 寺島集会所
● ● ● ●

7月19日（火）

  8：30～ 10：30 西彼教育文化センター
● ● 13：00～ 13：30 JA北部営農センター（小迎）
● ● 14：00～ 14：30 鳥加公民館（蛍の森）
● ● 15：00～ 15：30 活き活き交流館

● ● ● ●

7月20日（水）
  8：30～ 10：30 大島農村勤労福祉センター

● ● 13：30～ 14：00 馬込東集会所
● ● 14：30～ 15：00 黒瀬集会所

● ● ● ●

7月21日（木）
  8：30～ 10：30

西彼保健福祉センター
● ● ● ● 13：00～ 14：00

● ● 15：15～ 15：45 宮浦研修センター
● ● ● ●

7月22日（金）
  8：30～ 10：30

西彼保健福祉センター
● ● ● ● 13：00～ 14：00

● ● 15：30～ 16：00 平原公民館
● ● ● ●

7月23日（土）
  8：30～ 10：30 西彼保健福祉センター

● ● 13：00～ 13：30 亀浦公民館
● ● ● ●

7月27日（水）

  8：30～ 10：30
西彼教育文化センター

● ● ● ● 13：00～ 14：00
● ● 15：30～ 15：45 下岳活性化センター
● ● 16：15～ 16：30 白崎公民館

● ● ● ●

7月28日（木）

  8：30～ 10：30 西彼教育文化センター
● ● 13：30～ 14：00 中山構造改善センター
● ● 14：30～ 15：00 風早公民館
● ● 15：30～ 16：00 白似田構造改善センター
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ほけんとふくし

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

平成28年度　個別健康診査が始まります！

医療機関での健康診査を7月より実施します。
受診に必要な受診券・問診票は、6月に入ってから対象者へ随時発送します。
受診を希望される方は、受診券と一緒に同封されている説明書をご覧になり、希望する医療機
関に直接お申込みください。

特定健康診査 後期高齢者健康診査

対象者

①国保加入者で40歳～ 74歳にな
る方
②実施年度中に75歳になる方で、
まだ誕生日を迎えていない方

①健診の実施日において、後期高齢
者医療の被保険者（75歳以上）
②65歳以上の方で一定の障害があ
り、制度に加入されている方

持参するもの

①受診券　－　青色
　大きさ（葉書大）
②国民健康保険証
③問診票

①受診券　－　ピンク
　大きさ（葉書大）
②後期高齢者医療被保険者証
③問診票

健診委託期間 平成28年7月1日～平成29年3月31日

個人負担金 無料

実施医療機関

西彼地区：東内科医院・田中クリニック・真珠園療養所・長崎セント・ノー
ヴァ病院・西彼中央クリニック

西海地区：小武医院・池田医院・たいら医院・金森医院・田中医院
大島地区：さいかいクリニック・須山医院
崎戸地区：山﨑医院・江島診療所・平島診療所
大瀬戸地区：浦口医院・中村医院・わたなべクリニック・松島診療所・雪浦

ひうらクリニック

健診項目

問診・身体計測（身長・体重・腹囲）・
診察・血圧・尿検査（蛋白・糖・潜
血）・血液検査（貧血・肝機能・血糖・
腎機能・血中脂質・尿酸）

問診・身体計測（身長・体重）・診
察・血圧・尿検査（蛋白・糖・潜血）・
血液検査（貧血・肝機能・血糖・腎
機能・血中脂質・尿酸）

結果通知
西海市から各受診者へ郵送。ただし
保健指導の対象者へは面談時に結
果をお返しします。

西海市から各受診者へ郵送

問い合わせ先　健康ほけん課　☎37－0067
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ほ
け
ん
と
ふ
く
し

年に一度は身体の点検を!!  特定健診・がん検診を受けましょう

問い合わせ先
健康ほけん課　健康づくり班
☎37－0067

健診・検診名 自己負担金 検診内容 対象

特定健康診査 特 なし 生活習慣病健診 40～ 74歳の国保の方
若年者健診［New］ 若 なし 生活習慣病健診 30～ 39歳の国保の方

が
ん
検
診

前立腺がん検診 特 1,728円 血清PSA検査（採血）、特定健康診査と同
時実施 50 ～ 74歳までの男性

肺がん・結核
検診 胸 なし 胸部エックス線検査、喀痰検査 肺がん検診：40歳以上の方

結核検診：65歳以上の方
大腸がん検診 大 400円 便潜血反応検査（2日法） 40歳以上の方

胃がん検診 胃 800円 胃部エックス線検査
（バリウムによる透視） 40歳以上の方

そ
の
他
肝炎ウイルス
検査 特 なし 血液検査・特定健康診査と同時実施 40歳以上の方　受けたことが

ない方

目標受診率

特定健康診査　60％
がん検診　50％

※70歳以上、生活保護世帯、原爆手帳（骨粗しょう症検診除く）をお持ちの方は負担金はありません
※前立腺がん検診の負担金は、70歳以上、生活保護世帯も1,728円です
※各がん検診の無料クーポン券をお持ちの方はその検診の負担金はありません

【前立腺がん検診】
　但し、これまでに前立腺がん検診を受診して要精密と判定された方や、現在
医療機関において前立腺疾患の治療中の方は対象となりません。
　PSA値測定検査は、前立腺がんの発見に有効な検査ですが、その半面、治療を必要
としない前立腺がんを発見したり（過剰診断）、それに伴う不必要な検査や精神的負
担、精密検査に伴う合併症の頻度が高いという報告があります。前立腺がん検診を受
診するかしないかは、利益（前立腺がんの発見）と不利益を理解したうえ、ご自身で
判断してください。
　前立腺がんは、高齢になるとともに多くなるがんの代表です。前立腺がんの中に
は、進行がゆっくりで寿命に影響しないと考えられるがんもあります。

◎年齢基準は平成29年3月31日

≪胃がん検診対象地区≫
●…伊ノ浦、小迎、八木原、大串、平山
●…鳥加、白崎、下岳、上岳、喰場、平原、
　　白似田、風早、亀浦、宮浦、中山

この機会にぜひ
受診して、身体の
チェックを！！

【胃がん検診を受けられる方】
　前日の午後9時以降の飲食・タバコはお控えください。飲水は可
能です。
　特に血圧の薬は検診の1時間前までに少量の水でお飲みください。
　当日の血圧が180/110mmHg以上の方は受診できません。
　むせやすい方、糖尿病治療中、消化管の閉塞や穴が空いていると
指摘されたことがある方、すでに胃、大腸など消化器の疾患で通院
中の方はかかりつけ医にご相談されるか、受診を控えてください。

特 若 胸 大 胃 日程 受付時間 会場
● ● ● ●

7月14日（木）
  8：30～ 10：30

大島保健センター
● ● ● ● 13：00～ 14：00

● ● 15：15～ 15：45 大島総合支所
● ● ● ●

7月15日（金）
  8：30～ 10：30

大島保健センター
● ● ● ● 13：00～ 14：00

● ● 15：15～ 15：45 寺島集会所
● ● ● ●

7月19日（火）

  8：30～ 10：30 西彼教育文化センター
● ● 13：00～ 13：30 JA北部営農センター（小迎）
● ● 14：00～ 14：30 鳥加公民館（蛍の森）
● ● 15：00～ 15：30 活き活き交流館

● ● ● ●

7月20日（水）
  8：30～ 10：30 大島農村勤労福祉センター

● ● 13：30～ 14：00 馬込東集会所
● ● 14：30～ 15：00 黒瀬集会所

● ● ● ●

7月21日（木）
  8：30～ 10：30

西彼保健福祉センター
● ● ● ● 13：00～ 14：00

● ● 15：15～ 15：45 宮浦研修センター
● ● ● ●

7月22日（金）
  8：30～ 10：30

西彼保健福祉センター
● ● ● ● 13：00～ 14：00

● ● 15：30～ 16：00 平原公民館
● ● ● ●

7月23日（土）
  8：30～ 10：30 西彼保健福祉センター

● ● 13：00～ 13：30 亀浦公民館
● ● ● ●

7月27日（水）

  8：30～ 10：30
西彼教育文化センター

● ● ● ● 13：00～ 14：00
● ● 15：30～ 15：45 下岳活性化センター
● ● 16：15～ 16：30 白崎公民館

● ● ● ●

7月28日（木）

  8：30～ 10：30 西彼教育文化センター
● ● 13：30～ 14：00 中山構造改善センター
● ● 14：30～ 15：00 風早公民館
● ● 15：30～ 16：00 白似田構造改善センター
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ほ
け
ん
と
ふ
く
し

歯
と
口
の
健
康
週
間

　

6
月
4
日
〜
10
日
は
歯
と
口
の
健
康

週
間
で
す
！

　

歯
・
口
は
お
い
し
く
、
楽
し
い
食
事

を
す
る
た
め
、
あ
る
い
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
た
め
に
き
わ
め

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
歯
・
口
の
健
康
は
全
身
の
健
康

状
態
と
密
接
に
関
連
し
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
糖
尿
病
の
人
に
は
歯
周

病
に
な
っ
て
い
る
人
が
多
く
、
ま
た
歯

周
病
が
治
り
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
歯
周
病
と
心
臓
病
・
肺
炎
・
低
体

重
児
出
産
・
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
と
の

関
連
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
口
の
清

潔
を
保
ち
、
全
身
へ
良
い
影
響
を
与
え

ま
し
ょ
う
。

　

現
在
全
国
的
に
、
8
0
2
0
運
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は「
80
歳
に

な
っ
て
も
20
本
以
上
の
歯
を
保
と
う
」

と
い
う
運
動
で
す
。
な
ぜ
、
20
本
以
上

な
の
か
と
い
う
と
、
少
な
く
と
も
20
本

以
上
自
分
の
歯
が
あ
れ
ば
、
食
物
を
噛

み
く
だ
く
こ
と
が
で
き
、
お
い
し
く
食

べ
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
生
活
習
慣
の
改
善
や
セ
ル
フ
ケ
ア
、

定
期
健
診
を
受
け
て
歯
を
失
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

西
海
市
で
は
、
歯
周
疾
患
検
診
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
別
紙
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

定
期
的
に
健
診
を
受
け
て
80
歳
に

な
っ
て
も
20
本
以
上
の
歯
を
保
ち
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
ほ
け
ん
課　

☎
37

－

0
0
6
7

人
間
ド
ッ
ク
の

実
施
に
つ
い
て

　

特
定
健
康
診
査
・
保
健
指
導（
メ
タ
ボ

健
診
）
の
開
始
に
伴
い
、
西
海
市
国
民
健

康
保
険
で
は
特
定
健
康
診
査
・
保
健
指
導

の
対
象
と
な
ら
な
い
若
い
世
代
の
方
に
つ

い
て
早
期
か
ら
の
生
活
習
慣
病
予
防
対
策

と
し
て
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者

　

西
海
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
昭
和
52
年
4
月
1
日
か
ら
昭
和
62
年

3
月
31
日
生
ま
れ
の
方

実
施
時
期

　

平
成
28
年
8
月
1
日
〜

平
成
29
年
3
月
31
日

申
込
方
法

　

7
月
中
に『
人
間
ド
ッ
ク
の
お
知
ら
せ
』

を
送
付
し
ま
す
。
希
望
者
は
市
へ
の
申
込

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
案
内

通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

自
己
負
担
額
に
つ
い
て
は
人
間
ド
ッ
ク

料
金
の
3
割
程
度
の
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
ほ
け
ん
課 

☎
37

－

0
0
6
7

献
血
で 
つ
な
が
る
い
の
ち 

あ
り
が
と
う

　

7
月
1
日
か
ら
31
日
ま
で
の
1
か
月
間「
愛

の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

献
血
は
、
た
く
さ
ん
の
人
々
の
善
意
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り

の
温
か
な
心
が
多
く
の
尊
い
命
を
救
っ
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ま
の
献
血
に
対
す
る
温
か
な
ご
支

援
と
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び

　

本
紙
4
月
号
23
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
1
号
認
定
子
ど
も（
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も

園
の
幼
稚
園
部
分
）
の
保
育
料
額
に
つ
き
ま
し

て
は
、
表
の
一
部
に
誤
り
が
有
り
ま
し
た
。
次

の
と
お
り
、
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

訂
正
箇
所
：
第
4
階
層
C
の
定
義
の
欄

　

誤
：「
2
1
、2
0
0
円
以
下
」

　

正
：「
2
1
1
、2
0
0
円
以
下
」

11

ほけんとふくし

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

歯周疾患検診を受けましょう
口臭や歯ぐきからの出血など気になる症状はありませんか？

定期的に健診を受けて、80歳になっても20本以上の歯を残しましょう。

歯周病チェックリスト
□歯ぐきに赤く腫れた部分がある  □ときどき、歯が浮いたような感じがする

□口臭がなんとなく気になる  □歯ぐきがやせてきたみたい

□指で触ってみて、少しグラつく歯がある □歯と歯の間の歯ぐきが、ブヨブヨしている

□歯をみがいて、出血することがある □歯ぐきから膿が出たことがある

※チェックの数が多いほど歯周病の可能性があります。早めに受診をしましょう。

　対象者　※総義歯、歯科医院通院中の方は対象となりません。

★西海市内に住所を有する方

　40歳（昭和51年4月1日～昭和52年3月31日生まれ）

　50歳（昭和41年4月1日～昭和42年3月31日生まれ）

　60歳（昭和31年4月1日～昭和32年3月31日生まれ）

　70歳（昭和21年4月1日～昭和22年3月31日生まれ）

　検診内容　問診とお口の中の検査（歯や歯肉の検査など）

　検診時期　平成28年6月1日～平成29年2月28日

　場所　西海市内　協力歯科医院8ヶ所

・いちのせ歯科医院（西彼） ・金森歯科医院（西海）

・西彼歯科医院（西彼）  ・大串歯科医院（西海）

・石橋歯科医院（西彼）  ・石橋歯科医院（大島）

・山口歯科医院（西彼）  ・いのうえ歯科医院（大瀬戸）

　申し込み　健康ほけん課　☎37－0067までご連絡ください。

　締め切り　8月31日

　その他

　検診結果については、受診医療機関にて説明を受けてください。

　申し込みをされた方には、受診券および検診票をお送りします。
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国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
昭
和
52
年
4
月
1
日
か
ら
昭
和
62
年

3
月
31
日
生
ま
れ
の
方

実
施
時
期

　

平
成
28
年
8
月
1
日
〜

平
成
29
年
3
月
31
日

申
込
方
法

　

7
月
中
に『
人
間
ド
ッ
ク
の
お
知
ら
せ
』

を
送
付
し
ま
す
。
希
望
者
は
市
へ
の
申
込

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
案
内

通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

自
己
負
担
額
に
つ
い
て
は
人
間
ド
ッ
ク

料
金
の
3
割
程
度
の
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
ほ
け
ん
課 
☎
37

－

0
0
6
7

献
血
で 

つ
な
が
る
い
の
ち 

あ
り
が
と
う

　

7
月
1
日
か
ら
31
日
ま
で
の
1
か
月
間「
愛

の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

献
血
は
、
た
く
さ
ん
の
人
々
の
善
意
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り

の
温
か
な
心
が
多
く
の
尊
い
命
を
救
っ
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ま
の
献
血
に
対
す
る
温
か
な
ご
支

援
と
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び

　

本
紙
4
月
号
23
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
1
号
認
定
子
ど
も（
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も

園
の
幼
稚
園
部
分
）
の
保
育
料
額
に
つ
き
ま
し

て
は
、
表
の
一
部
に
誤
り
が
有
り
ま
し
た
。
次

の
と
お
り
、
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

訂
正
箇
所
：
第
4
階
層
C
の
定
義
の
欄

　

誤
：「
2
1
、2
0
0
円
以
下
」

　

正
：「
2
1
1
、2
0
0
円
以
下
」
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ほ
け
ん
と
ふ
く
し

　

市
で
は
、
毎
年
6
月
に
児
童
手
当
を
受

給
中
の
方
に
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
、
所
得
や
養
育
状
況
等
の
支
給
要
件

に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
受
給
者
の
方
へ
児
童
手
当

現
況
届
の
用
紙
を
6
月
上
旬
に
発
送
し

ま
す
。
用
紙
が
届
き
ま
し
た
ら
、
6
月
30

日
ま
で
に
市
民
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

へ
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
現
況
届
を
提

出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
平
成
28
年
6
月
分

以
降
の
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ

れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

支
給
対
象
と
な
る
児
童
は
、
国
内
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
中
学
校
卒
業（
15
歳

到
達
後
最
初
の
3
月
31
日
）ま
で
の
児
童

で
す
。
ま
た
、
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
る
人
は
、
西
海
市
内
に
住
民
登
録
が

あ
り
、
支
給
対
象
と
な
る
児
童
を
養
育
し

て
い
る
父
母
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
児
童

1
人
当
た
り
の
児
童
手
当
月
額
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

※
児
童
手
当
は
、
資
格
が
あ
っ
て
も
申
請

を
し
な
い
と
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
提

出
が
遅
れ
た
場
合
、
原
則
と
し
て
遅
れ

た
月
分
の
手
当
は
受
給
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課　

☎
37

－

0
0
2
9

　

西
海
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

歩
い
て
通
え
る
公
民
館
な
ど
身
近
な
場
所
で

気
軽
に
で
き
る「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を

実
施
す
る
グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
西
海
町（
中
浦
・

七
釜
・
横
瀬
）、
西
彼
町（
中
山
・
亀
浦
・
風

早
）、
大
瀬
戸
町（
緑
ヶ
丘
）、
大
島
町（
蛤
・

真
砂
・
馬
込
）、
崎
戸
町（
本
郷
・
蠣
浦
）
の

各
会
場
で
毎
週
活
動
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
体
操
な
の
？

・
椅
子
に
腰
か
け
、
準
備
体
操
、
筋
力
運
動
、

整
理
体
操
の
3
部
構
成
の
運
動
を
テ
レ
ビ

の
映
像
を
見
な
が
ら
約
30
分
間
行
い
ま
す
。

・
手
首
や
足
首
に
お
も
り
を
付
け
て
、
ゆ
っ

く
り
と
手
足
を
動
か
す
運
動
で
、
誰
も
が

無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
体
操
で
す
。

・
初
回
と
3
ヵ
月
後
に
体
力
測
定
を
行
う
の

で
、
効
果
が
数
値
で
実
感
で
き
ま
す
。

運
動
の
効
果
は
？

・
筋
力
が
つ
き
ま
す
。
体
が
軽
く
な
り
、
動

く
こ
と
が
楽
に
な
り
ま
す
。

・
転
倒
し
に
く
い
体
に
な
る
の
で
、
骨
折
し

て
寝
た
き
り
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

・
み
ん
な
で
一
緒
に
行
う
の
で
、
仲
間
作
り

や
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

準
備
す
る
も
の
は
？

テ
レ
ビ
、
D
V
D
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
椅
子

※
お
も
り
や
D
V
D
ソ
フ
ト
は
貸
出
し
ま
す
。

対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
会
場
に
集
ま

れ
る
方

場
所　

公
民
館
、
集
会
所
な
ど

人
数　

お
お
む
ね
10
人
以
上
の
団
体
・
グ

ル
ー
プ

そ
の
他　

お
試
し
体
験
も
可
能
で
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
37

－

0
2
4
5

「
児
童
手
当
の
現
況
届
」
を

 

お
忘
れ
な
く

年齢 所得制限未満
（月額）

所得制限以上
（月額）

0 ～ 3歳（3歳になる誕生月まで） 15,000円
（特例給付）
年齢に

関係なく一律
5,000円

3歳～
小学校終了前

第1子
・
第2子

10,000円

第3子以降 15,000円

中学生 10,000円

児童一人当たりの児童手当月額

高
い
効
果
が
話
題
と
な
り

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」が
広
が
っ
て
い
ま
す
！

13

ほけんとふくし

ほ
け
ん
と
ふ
く
し

平成28年度西海市障がい者相談員を紹介します

担当地区 氏　名 電話番号

西彼町
一瀬　一秋 27－0566
内野　タケコ 080－5248－6678

西海町
永野　熊男 32－0356
豊田　繁美 32－9115

大島町 岩永　静子 34－2380
崎戸町 山本　昌雄 35－2491

大瀬戸町
佐古　健吾 22－2702
田渕　勝利 22－1849

担当地区 氏　名 電話番号
西彼町 藤脇　安雄 28－1817
西海町 松山　一成 33－2044
大島町 中村　恵美子 37－1055
崎戸町 西村　朗子 35－3405
大瀬戸町 早田　文子 22－2653

【身体障がい者相談員】

　市では、身体および知的障がい者の方やその保護者の相談を受け、更生のために必
要な援助をしていただく相談員（身体障がい者相談員8名、知的障がい者相談員5名）
に相談業務を委託しています。
　秘密は固く守られますので、お気軽にご相談ください。

障がい者の就労相談を下記のとおり実施しています。
1．実施日時　毎月第2、第4　火曜日（13時から15時）
2．場所　市役所第一別館（福祉事務所）（大瀬戸町瀬戸樫浦郷2278番地1）
3．相談事業所　障害者就業・生活支援センター　ながさき（社会福祉法人ゆうわ会）
住所：長崎市茂里町3－24（長崎県総合福祉センター 3階）
　　　☎095－865－9790

【知的障がい者相談員】

下記事業所にも相談業務を委託しています。

事業所 住所・電話番号
社会福祉法人　緑葉会
広域障害者生活支援センター　光明園

西海市大瀬戸町瀬戸西濱郷1603番地12
TEL：0959－23－3111

社会福祉法人　三恵会
相談支援事業所　和みの里

長崎市琴海大平町2076番地
TEL：095－840－7132

社会福祉法人　三惠会
西海市療育支援相談センター

西海市西彼町鳥加郷2218番地
TEL：0959－29－7110

社会福祉法人　西海市手をつなぐ育成会
相談支援事業所　さいかい

西海市西海町七釜郷1番地10
TEL：0959－29－9030
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ふ
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を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
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、
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手
当

現
況
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の
用
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を
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上
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に
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送
し

ま
す
。
用
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が
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ま
し
た
ら
、
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ま
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に
市
民
課
ま
た
は
各
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合
支
所

へ
提
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を
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し
ま
す
。
現
況
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を
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な
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は
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6
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児
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手
当
の
支
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を
受
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こ

と
が
で
き
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く
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り
ま
す
の
で
、
く
れ
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れ
も
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く
だ
さ
い
。

　

支
給
対
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と
な
る
児
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は
、
国
内
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
中
学
校
卒
業（
15
歳

到
達
後
最
初
の
3
月
31
日
）ま
で
の
児
童

で
す
。
ま
た
、
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
る
人
は
、
西
海
市
内
に
住
民
登
録
が

あ
り
、
支
給
対
象
と
な
る
児
童
を
養
育
し

て
い
る
父
母
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
児
童

1
人
当
た
り
の
児
童
手
当
月
額
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
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児
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手
当
は
、
資
格
が
あ
っ
て
も
申
請

を
し
な
い
と
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
提

出
が
遅
れ
た
場
合
、
原
則
と
し
て
遅
れ

た
月
分
の
手
当
は
受
給
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

問
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せ
先

こ
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も
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0
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地
域
包
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支
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ー
で
は
、
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て
通
え
る
公
民
館
な
ど
身
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な
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で
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に
で
き
る「
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を
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す
る
グ
ル
ー
プ
の
立
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上
げ
支
援
を
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て
い
ま
す
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現
在
、
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海
町（
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・

七
釜
・
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瀬
）、
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彼
町（
中
山
・
亀
浦
・
風

早
）、
大
瀬
戸
町（
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丘
）、
大
島
町（
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・

真
砂
・
馬
込
）、
崎
戸
町（
本
郷
・
蠣
浦
）
の

各
会
場
で
毎
週
活
動
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
体
操
な
の
？

・
椅
子
に
腰
か
け
、
準
備
体
操
、
筋
力
運
動
、

整
理
体
操
の
3
部
構
成
の
運
動
を
テ
レ
ビ

の
映
像
を
見
な
が
ら
約
30
分
間
行
い
ま
す
。

・
手
首
や
足
首
に
お
も
り
を
付
け
て
、
ゆ
っ

く
り
と
手
足
を
動
か
す
運
動
で
、
誰
も
が

無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
体
操
で
す
。

・
初
回
と
3
ヵ
月
後
に
体
力
測
定
を
行
う
の

で
、
効
果
が
数
値
で
実
感
で
き
ま
す
。

運
動
の
効
果
は
？

・
筋
力
が
つ
き
ま
す
。
体
が
軽
く
な
り
、
動

く
こ
と
が
楽
に
な
り
ま
す
。

・
転
倒
し
に
く
い
体
に
な
る
の
で
、
骨
折
し

て
寝
た
き
り
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

・
み
ん
な
で
一
緒
に
行
う
の
で
、
仲
間
作
り

や
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

準
備
す
る
も
の
は
？

テ
レ
ビ
、
D
V
D
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
椅
子

※
お
も
り
や
D
V
D
ソ
フ
ト
は
貸
出
し
ま
す
。

対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
会
場
に
集
ま

れ
る
方

場
所　

公
民
館
、
集
会
所
な
ど

人
数　

お
お
む
ね
10
人
以
上
の
団
体
・
グ

ル
ー
プ

そ
の
他　

お
試
し
体
験
も
可
能
で
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
お
問
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せ
く

だ
さ
い
。
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い
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支
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当
の
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」
を

 
お
忘
れ
な
く

年齢 所得制限未満
（月額）

所得制限以上
（月額）

0 ～ 3歳（3歳になる誕生月まで） 15,000円
（特例給付）
年齢に

関係なく一律
5,000円

3歳～
小学校終了前

第1子
・
第2子

10,000円

第3子以降 15,000円

中学生 10,000円

児童一人当たりの児童手当月額

高
い
効
果
が
話
題
と
な
り

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」が
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が
っ
て
い
ま
す
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ま
ち
の
話
題

鮎
の
稚
魚
放
流　

〜 

み
ん
な
大
き
く
な
っ
て
ね 

〜

　

4
月
20
日
、
雪
浦
川
流
域
の
2
か
所
で
、

鮎
の
稚
魚
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
雪
浦
川
の
水
産
動
物
の
保

護
培
養
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
幸
物
河
川

公
園
、
河
通
川
小
田
貝
塚
付
近
の
2
か
所
で
、

計
3
0
0
0
尾
の
鮎
の
稚
魚
が
川
に
放
た

れ
ま
し
た
。
河
通
川
付
近
で
の
放
流
は
、
淳

心
保
育
園
の
園
児
た
ち（
年
長
4
名
、
年
中

7
名
の
計
11
名
）
が
、「
大
き
く
な
っ
て
ね
」

「
ま
た
ね
」と
声
を
か
け
な
が
ら
笑
顔
で
稚
魚

を
送
り
出
し
ま
し
た
。

　

5
月
1
日
か
ら
4
日
ま
で
の
4
日
間
、
大
瀬
戸
町
雪
浦
地

区
を
中
心
に
第
18
回
雪
浦
ウ
ィ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
期

間
中
は
3
日
だ
け
雨
天
で
し
た
が
、
そ
の
他
の
日
は
晴
天
に

恵
ま
れ
、
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

友
だ
ち
や
家
族
と
地
図
を
片
手
に
、
の
ど
か
な
自
然
に
囲

ま
れ
た
雑
貨
屋
や
リ
サ
イ
ク
ル
工
房
な
ど
38
か
所
の
店
舗

を
散
策
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
と
の
交
流
や
買
い
物
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
年
初
め
て
書
展「
古
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
”り
ん“
」
を
開
い

た
荒
木
泰
山
・
英
華
さ
ん
夫
妻
は「
市
内
外
問
わ
ず
、
色
ん

な
人
と
巡
り
合
っ
て
交
流
で
き
る
事
が
本
当
に
嬉
し
い
し
、

書
道
を
通
し
て
の
こ
の
よ
う
な
経
験
は
貴
重
な
財
産
で
す
」

と
笑
顔
で
4
日
間
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

荒
木
ご
夫
妻
が
時
津
町
に
開
い
て
い
る
書
道
教
室
へ
通

う
山
下
さ
ん
の
実
家
が
雪
浦
に
あ
り
、
今
回
雪
浦
ウ
ィ
ー
ク

に
同
実
家
で
書
展
を
開
く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
書

道
体
験
を
し
た
諫
早
在
住
の
佐
藤
さ
ん
は「
今
年
で
雪
浦

ウ
ィ
ー
ク
に
訪
れ
る
の
は
3
回
目
で
す
が
、
書
道
体
験
は
と

て
も
良
い
記
念
に
な
り
ま
し
た
」と
嬉
し
そ
う
に
自
分
の
作

品
を
持
ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

▲「大きくなってね」と声をかける園児たち

▲お気に入りの雑貨を購入

▲書道体験教室の様子

▲街かどライブ

▲荒木夫妻の書道Tシャツ
  テーマは「我武者羅（がむ
しゃら）」
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まちの話題

ま
ち
の
話
題

　

4
月
16
日
、
旧
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村
施

設
B
ゾ
ー
ン
竣
工
式
が
同
施
設
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
田
中
市
長
の
式
辞
で
は
、

「
こ
の
施
設
が
市
民
・
県
内
外
の
皆
さ
ま

に
親
し
ま
れ
、
多
く
の
方
々
が
交
流
し
、

常
に
賑
わ
い
の
あ
る
場
所
と
し
て
ご
活

用
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

と
挨
拶
。
事
業
経
過
報
告
、
来
賓
祝
辞
と

続
き
、
最
後
は
駐
日
オ
ラ
ン
ダ
王
国
特

命
全
権
大
使
の
ア
ル
ト
・
ヤ
コ
ビ
氏
か

ら
記
念
品
を
受
領
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
場
所
を
ホ
ー
ル
ン
広
場
に

移
し
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を

行
い
ま
し
た
。
管
理
運
営
会
社
ホ
ー
ラ

ン
ド
・
ビ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社
の
坂
本
社

長
に
よ
る
挨
拶
、
地
元
保
育
園
児
た
ち

の
合
唱
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
続
き
、
最
後

は
盛
大
に
た
く
さ
ん
の
風
船
を
放
っ
て

開
業
を
祝
い
、
オ
ー
プ
ン
初
日
か
ら
多

く
の
来
場
者
が
充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト
や

各
店
舗
で
の
買
い
物
・
食
事
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

入
場
料
・
駐
車
場
は
無
料
で
、
ご
家

族
、
ご
友
人
た
ち
と
楽
し
く
過
ご
せ
る

テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

昭
和
58
年 

7
月　

オ
ラ
ン
ダ
村
開
業（
平
成
2
年
入
場
者
2
0
0
万
人
達
成
）

平
成
13
年 

10
月　

オ
ラ
ン
ダ
村
閉
園

平
成
15
年 

12
月　

旧
西
彼
町
が
買
い
取
り
、
公
有
化

平
成
17
年 

3
月　

C
A
S
ビ
レ
ッ
ジ
開
業（
同
年
10
月
廃
業
）

平
成
21
年 

6
月　

市
長
が
公
設
民
営
に
よ
る
複
合
施
設
と
し
て
活
用
の
方
針
表
明

平
成
22
年 

4
月　

オ
ラ
ン
ダ
村
催
事
実
行
委
員
会
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
が
ス
タ
ー
ト

平
成
22
年 

5
月　

西
彼
総
合
支
所
・
県
央
振
興
局
農
林
部
西
海
事
務
所
が
開
庁

平
成
23
年 

5
月　

旧
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村
施
設
B
ゾ
ー
ン
等
一
般
公
開
ス
タ
ー
ト

平
成
24
年 

3
月　

西
海
市
商
工
会
事
務
所
、
観
光
協
会
新
事
務
所
完
成

平
成
26
年 

3
月　

旧
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村
施
設
B
ゾ
ー
ン
管
理
運
営
会
社
公
募
開
始

平
成
26
年 

9
月　

管
理
運
営
会
社
に
ホ
ー
ラ
ン
ド
・
ビ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社
を
選
定

平
成
27
年 

6
月　

B
ゾ
ー
ン
建
物
・
浄
化
槽
等
の
イ
ン
フ
ラ
工
事
着
手

平
成
28
年 

3
月　

西
海
市
改
修
工
事
終
了

平
成
28
年 

4
月　
「
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
ン
長
崎
」と
し
て
施
設
オ
ー
プ
ン

こ
れ
ま
で
の
歩
み

14



ま
ち
の
話
題

鮎
の
稚
魚
放
流　

〜 
み
ん
な
大
き
く
な
っ
て
ね 

〜

　

4
月
20
日
、
雪
浦
川
流
域
の
2
か
所
で
、

鮎
の
稚
魚
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
雪
浦
川
の
水
産
動
物
の
保

護
培
養
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
幸
物
河
川

公
園
、
河
通
川
小
田
貝
塚
付
近
の
2
か
所
で
、

計
3
0
0
0
尾
の
鮎
の
稚
魚
が
川
に
放
た

れ
ま
し
た
。
河
通
川
付
近
で
の
放
流
は
、
淳

心
保
育
園
の
園
児
た
ち（
年
長
4
名
、
年
中

7
名
の
計
11
名
）
が
、「
大
き
く
な
っ
て
ね
」

「
ま
た
ね
」と
声
を
か
け
な
が
ら
笑
顔
で
稚
魚

を
送
り
出
し
ま
し
た
。

　

5
月
1
日
か
ら
4
日
ま
で
の
4
日
間
、
大
瀬
戸
町
雪
浦
地

区
を
中
心
に
第
18
回
雪
浦
ウ
ィ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
期

間
中
は
3
日
だ
け
雨
天
で
し
た
が
、
そ
の
他
の
日
は
晴
天
に

恵
ま
れ
、
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

友
だ
ち
や
家
族
と
地
図
を
片
手
に
、
の
ど
か
な
自
然
に
囲

ま
れ
た
雑
貨
屋
や
リ
サ
イ
ク
ル
工
房
な
ど
38
か
所
の
店
舗

を
散
策
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
と
の
交
流
や
買
い
物
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
年
初
め
て
書
展「
古
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
”り
ん“
」
を
開
い

た
荒
木
泰
山
・
英
華
さ
ん
夫
妻
は「
市
内
外
問
わ
ず
、
色
ん

な
人
と
巡
り
合
っ
て
交
流
で
き
る
事
が
本
当
に
嬉
し
い
し
、

書
道
を
通
し
て
の
こ
の
よ
う
な
経
験
は
貴
重
な
財
産
で
す
」

と
笑
顔
で
4
日
間
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

荒
木
ご
夫
妻
が
時
津
町
に
開
い
て
い
る
書
道
教
室
へ
通

う
山
下
さ
ん
の
実
家
が
雪
浦
に
あ
り
、
今
回
雪
浦
ウ
ィ
ー
ク

に
同
実
家
で
書
展
を
開
く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
書

道
体
験
を
し
た
諫
早
在
住
の
佐
藤
さ
ん
は「
今
年
で
雪
浦

ウ
ィ
ー
ク
に
訪
れ
る
の
は
3
回
目
で
す
が
、
書
道
体
験
は
と

て
も
良
い
記
念
に
な
り
ま
し
た
」と
嬉
し
そ
う
に
自
分
の
作

品
を
持
ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

▲「大きくなってね」と声をかける園児たち

▲お気に入りの雑貨を購入

▲書道体験教室の様子

▲街かどライブ

▲荒木夫妻の書道Tシャツ
  テーマは「我武者羅（がむ
しゃら）」
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く
ら
し
の
情
報

佐
世
保
市
東
消
防
署
大
瀬
戸
出
張
所

☎
22

－

1
3
0
7

Ⓕ
22

－

0
6
1
1

女
性
の
悩
み
ご
と
相
談

所
を
開
設
し
ま
す

　

女
性
に
関
す
る
悩
み
な
ど
を
人
権
擁
護

委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

秘
密
厳
守
で
相
談
は
無
料
。
予
約
も
必

要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時

　

6
月
26
日（
日
）10
時
〜
16
時

場
所

　

崎
戸
中
央
公
民
館

相
談
内
容

①
家
庭
内
や
夫
婦
間
の
問
題

②
職
場
で
の
性
別
に
よ
る
差
別
、

　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

③
D 

V（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
）

④
そ
の
他
女
性
の
人
権
に
関
す
る
問
題

問
い
合
わ
せ
先

　

長
崎
地
方
法
務
局
佐
世
保
支
局
総
務
課

担
当

　

山
下　

☎
0
9
5
6

－

24

－

4
8
5
0

「
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
電
話
し
て
」

〜
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
強
化
週
間
〜

　

6
月
27
日
か
ら
一
週
間
を「
子
ど
も
の

人
権
1
1
0
番
」の
強
化
週
間
と
し
て
子

ど
も
の
人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。

受
付
期
間

6
月
27
日（
月
）
〜
7
月
3
日（
日
）

10
時
〜
19
時（
土
日
は
10
時
〜
17
時
）

○
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
と
は
…

　
「
い
じ
め
」
や
体
罰
、
不
登
校
や

親
に
よ
る
虐
待
と
い
っ
た
、
子
ど

も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
は
周
囲
の

目
に
つ
き
に
く
い
と
こ
ろ
で
発
生

し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
被

害
者
で
あ
る
子
ど
も
自
身
も
、
そ

の
被
害
を
外
部
に
訴
え
る
だ
け
の

力
が
未
完
成
で
あ
っ
た
り
、
身
近

に
適
切
に
相
談
で
き
る
大
人
が
い

な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
」

は
、
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
の
発
す

る
信
号
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ

し
、
そ
の
解
決
に
導
く
た
め
の
相

談
を
受
け
付
け
る
専
用
相
談
電
話

で
あ
り
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

大
人
も
ご
利
用
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

長
崎
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
0
9
5

－

8
2
0

－

5
9
8
2

県
立
鶴
南
特
別
支
援
学
校
高
等
部
学
校

公
開
お
よ
び
一
日
体
験
入
学
の
ご
案
内

　

授
業
参
観
や
授
業
体
験
を
通
じ
て
、
学

校
生
活
の
様
子
や
特
別
支
援
学
校
の
教

育
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

教
育
や
進
路
等
に
関
す
る
相
談
も
行
い

ま
す
。

日
時【

学
校
公
開
】

7
月
6
日（
水
）9
時
40
分
〜
12
時

【
一
日
体
験
入
学
】

9
月
27
日（
火
）9
時
30
分
〜
12
時

（
い
ず
れ
も
9
時
か
ら
受
付
開
始
）

　

参
観
の
ご
希
望
、
日
程
の
詳
細
に
つ

い
て
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

〒
8
5
1

－

0
4
0
1

長
崎
市
蚊
焼
町
7
2
1

長
崎
県
立
鶴
南
特
別
支
援
学
校

教
頭　

髙
谷

☎
0
9
5（
8
9
2
）0
6
9
6

Ⓕ
0
9
5（
8
9
2
）3
8
8
0

就
学
相
談
の
ご
案
内

　

平
成
29
年
度
か
ら
31
年
度
に
小
学
校

へ
入
学
す
る
お
子
様
の
保
護
者
に
対
し

て
、
就
学
に
向
け
て
の
悩
み
や
不
安
を
解

消
す
る
た
め
の
相
談
お
よ
び
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
相
談
は
、
就
学
先
を
決
定
し
た
り
、

お
子
さ
ま
に
対
し
て
検
査
や
診
断
等
を

行
っ
た
り
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

相
談
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

対
象・

小
学
校
へ
の
就
学
に
対
し
て
、
心
配

事
や
不
安
な
事
が
あ
る
方
。

・
就
学
に
際
し
、
お
子
さ
ま
に
、
特
別

な
指
導
や
支
援
、
教
育
的
な
配
慮
等

が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
方
。

・
特
別
支
援
学
級
の
様
子
に
関
心
が

あ
っ
た
り
、
特
別
支
援
学
級
へ
の
入

級
を
検
討
し
た
り
さ
れ
て
い
る
方
。

※
相
談
対
象
は
保
護
者
の
方
で
す
。

受
付
期
間

　

5
月
〜
10
月
中

（
期
間
外
で
あ
っ
て
も
、
お
電
話
で
の

相
談
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。）

会
場

　

教
育
委
員
会

　
（
大
瀬
戸
町
瀬
戸
板
浦
郷
9
2
0
番
地
12
）

※
各
地
区
の
公
民
館
等
で
調
整
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課　

☎
37

－

0
0
7
8

17

くらしの情報

く
ら
し
の
情
報

募
集プ

ー
ル
監
視
員
募
集

職
種

　

プ
ー
ル
監
視
員

採
用
人
員

　

若
干
名

応
募
資
格

　

市
内
に
在
住
し
て
い
る
満
18
歳
以
上

（
高
校
生
含
）
の
健
康
な
方
で
救
助
力

を
有
し
、
通
勤
が
可
能
な
方
。

募
集
締
切

　

6
月
15
日（
水
）

賃
金

　

日
額　

6
、
7
5
0
円

　
（
交
通
費
相
当
額
別
途
支
給
）

勤
務
時
間

　

9
時
15
分
か
ら
18
時
ま
で

　

3
人
体
制（
途
中
60
分
休
憩
有
り
）

勤
務
場
所

　

大
島
プ
ー
ル

　
（
西
海
市
大
島
町
1
9
2
2
番
地
26
）

採
用
期
間

7
月
21
日
〜
8
月
31
日

（
毎
週
火
曜
日
お
よ
び
8
月
13
日
か
ら

8
月
15
日
は
休
み
）

選
考
方
法

　

本
人
面
接
に
よ
り
決
定

面
接
日
時

　

日
時
、
場
所
等
決
定
後
、
申
込
者
へ

文
書
に
て
送
付
し
周
知
す
る
。

申
込
方
法

　

社
会
教
育
課
お
よ
び
各
地
区
教
育
委

員
会
に
備
え
付
け
て
あ
る
プ
ー
ル
監
視

員
申
込
書
お
よ
び
西
海
市
臨
時
職
員
登

録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

社
会
教
育
課
ま
た
は
各
地
区
教
育
委
員

会
担
当
ま
で
提
出
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　

採
用
者
に
は
心
肺
蘇
生
法
の
講
習
を

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
班

　

大
島
地
区　

☎
37

－

0
1
4
8

税
務
職
員（
高
等
学
校

卒
業
程
度
）募
集

受
験
資
格

①
平
成
28
年
4
月
1
日
に
お
い
て
高
等

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
3
年
を

経
過
し
て
い
な
い
者
お
よ
び
平
成
29
年

3
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等

教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る

と
認
め
る
者

試
験
の
程
度

　

高
等
学
校
卒
業
程
度

受
付
期
間

　
〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
の
場
合
〉

　

6
月
20
日（
月
）
9
時
〜
29
日（
水
）　

﹇
受
信
有
効
﹈

○
で
き
る
だ
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

み
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
U
R
L

　
　

http
://w

w
w
.jinji-shiken.

　
　
　
　
　
　
　

go
.jp
/juken.htm

l

　
〈
郵
送
ま
た
は
持
参
申
込
み
の
場
合
〉

　

6
月
20
日（
月
）
〜
22
日（
水
）

　
﹇
6
月
22
日（
水
）ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
﹈

○
申
込
書
の
提
出
先
は
、
希
望
す
る
第

1
次
試
験
地
を
管
轄
す
る
人
事
院
地

方
事
務
局（
所
）で
す
。

試
験
日

〈
第
1
次
試
験
〉

9
月
4
日（
日
）

〈
第
2
次
試
験
〉

10
月
12
日（
水
）
〜
21
日（
金
）の
う
ち

指
定
す
る
日

問
い
合
わ
せ
先

　

申
込
み
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
次
の
税
務
署
ま
た
は
国
税
局
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

長
崎
税
務
署
総
務
課

☎
0
9
5（
8
2
2
）4
2
3
1

　
（
内
線
2
2
3
1
）

福
岡
国
税
局 

人
事
第
二
課 

試
験
研
修
係

☎
0
9
2（
4
1
1
）0
0
3
1

　
（
内
線
2
4
3
1
ま
た
は
2
4
3
2
）

﹇
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http

://
w
w
w
.nta.go

.jp

）
に
も
募
集
内
容

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。﹈

お
知
ら
せ

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
の

お
知
ら
せ

日
時

　

6
月
26
日（
日
） 

9
時
〜
12
時（
3
時
間
）

場
所西

海
市
大
瀬
戸
町
瀬
戸
西
濵
郷
9
5
0

大
瀬
戸
総
合
運
動
公
園
体
育
館
1
階

小
体
育
室

内
容（

1
）心
肺
蘇
生
法
及
び
止
血
法
の
指
導

（
2
）異
物
除
去
法
の
指
導

（
3
）自
動
体
外
式
除
細
動
器（
A
E
D
）

　
　

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
指
導

（
4
）そ
の
他
の
応
急
手
当
法
の
指
導

受
付
期
間

6
月
16
日（
木
）8
時
30
分
〜

25
日（
土
）17
時
15
分

定
員

　

30
名

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

受
講
対
象
者

　

中
学
生
以
上
の
方

　

受
講
者
全
員
に
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
、

修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

（
受
講
料
は
無
料
）

申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
左
記

の
担
当
署
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先
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佐
世
保
市
東
消
防
署
大
瀬
戸
出
張
所

☎
22

－

1
3
0
7

Ⓕ
22

－

0
6
1
1

女
性
の
悩
み
ご
と
相
談

所
を
開
設
し
ま
す

　

女
性
に
関
す
る
悩
み
な
ど
を
人
権
擁
護

委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

秘
密
厳
守
で
相
談
は
無
料
。
予
約
も
必

要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時

　

6
月
26
日（
日
）10
時
〜
16
時

場
所

　

崎
戸
中
央
公
民
館

相
談
内
容

①
家
庭
内
や
夫
婦
間
の
問
題

②
職
場
で
の
性
別
に
よ
る
差
別
、

　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

③
D 

V（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
）

④
そ
の
他
女
性
の
人
権
に
関
す
る
問
題

問
い
合
わ
せ
先

　

長
崎
地
方
法
務
局
佐
世
保
支
局
総
務
課

担
当

　

山
下　

☎
0
9
5
6

－

24

－

4
8
5
0

「
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
電
話
し
て
」

〜
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
強
化
週
間
〜

　

6
月
27
日
か
ら
一
週
間
を「
子
ど
も
の

人
権
1
1
0
番
」の
強
化
週
間
と
し
て
子

ど
も
の
人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。

受
付
期
間

6
月
27
日（
月
）
〜
7
月
3
日（
日
）

10
時
〜
19
時（
土
日
は
10
時
〜
17
時
）

○
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
と
は
…

　
「
い
じ
め
」
や
体
罰
、
不
登
校
や

親
に
よ
る
虐
待
と
い
っ
た
、
子
ど

も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
は
周
囲
の

目
に
つ
き
に
く
い
と
こ
ろ
で
発
生

し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
被

害
者
で
あ
る
子
ど
も
自
身
も
、
そ

の
被
害
を
外
部
に
訴
え
る
だ
け
の

力
が
未
完
成
で
あ
っ
た
り
、
身
近

に
適
切
に
相
談
で
き
る
大
人
が
い

な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
」

は
、
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
の
発
す

る
信
号
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ

し
、
そ
の
解
決
に
導
く
た
め
の
相

談
を
受
け
付
け
る
専
用
相
談
電
話

で
あ
り
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

大
人
も
ご
利
用
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

長
崎
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
0
9
5

－

8
2
0

－

5
9
8
2

県
立
鶴
南
特
別
支
援
学
校
高
等
部
学
校

公
開
お
よ
び
一
日
体
験
入
学
の
ご
案
内

　

授
業
参
観
や
授
業
体
験
を
通
じ
て
、
学

校
生
活
の
様
子
や
特
別
支
援
学
校
の
教

育
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

教
育
や
進
路
等
に
関
す
る
相
談
も
行
い

ま
す
。

日
時【

学
校
公
開
】

7
月
6
日（
水
）9
時
40
分
〜
12
時

【
一
日
体
験
入
学
】

9
月
27
日（
火
）9
時
30
分
〜
12
時

（
い
ず
れ
も
9
時
か
ら
受
付
開
始
）

　

参
観
の
ご
希
望
、
日
程
の
詳
細
に
つ

い
て
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

〒
8
5
1

－

0
4
0
1

長
崎
市
蚊
焼
町
7
2
1

長
崎
県
立
鶴
南
特
別
支
援
学
校

教
頭　

髙
谷

☎
0
9
5（
8
9
2
）0
6
9
6

Ⓕ
0
9
5（
8
9
2
）3
8
8
0

就
学
相
談
の
ご
案
内

　

平
成
29
年
度
か
ら
31
年
度
に
小
学
校

へ
入
学
す
る
お
子
様
の
保
護
者
に
対
し

て
、
就
学
に
向
け
て
の
悩
み
や
不
安
を
解

消
す
る
た
め
の
相
談
お
よ
び
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
相
談
は
、
就
学
先
を
決
定
し
た
り
、

お
子
さ
ま
に
対
し
て
検
査
や
診
断
等
を

行
っ
た
り
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

相
談
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

対
象・

小
学
校
へ
の
就
学
に
対
し
て
、
心
配

事
や
不
安
な
事
が
あ
る
方
。

・
就
学
に
際
し
、
お
子
さ
ま
に
、
特
別

な
指
導
や
支
援
、
教
育
的
な
配
慮
等

が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
方
。

・
特
別
支
援
学
級
の
様
子
に
関
心
が

あ
っ
た
り
、
特
別
支
援
学
級
へ
の
入

級
を
検
討
し
た
り
さ
れ
て
い
る
方
。

※
相
談
対
象
は
保
護
者
の
方
で
す
。

受
付
期
間

　

5
月
〜
10
月
中

（
期
間
外
で
あ
っ
て
も
、
お
電
話
で
の

相
談
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。）

会
場

　

教
育
委
員
会

　
（
大
瀬
戸
町
瀬
戸
板
浦
郷
9
2
0
番
地
12
）

※
各
地
区
の
公
民
館
等
で
調
整
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課　

☎
37

－

0
0
7
8
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こ
れ
か
ら
迎
え
る
梅
雨
や
台
風
の
時
期

は
、
長
雨
や
集
中
豪
雨
が
起
き
や
す
く
、
水

害
や
土
砂
災
害
の
危
険
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
台
風
や
大
雨
な
ど
気
象
災
害

か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
心
が

け
て
お
く
こ
と
な
ど
を
考
え
て
み
ま
す
。

◆
情
報
収
集
を
し
っ
か
り
と
行
い
ま
し
ょ
う

　

台
風
や
大
雨
な
ど
の
気
象
災
害
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
気
象
庁
か

ら
防
災
気
象
情
報
が
発
表
さ
れ
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
注
意
や
警
戒
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
か
ら
も
防
災
行
政
無
線
な
ど
を

活
用
し
、
注
意
や
警
戒
を
呼
び
か
け
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
は
、
こ
れ
ら
の
防
災
気
象
情
報
を
し
っ
か

り
と
収
集
し
、
そ
の
後
の
対
応
を
落
着
い
て

と
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

◆
早
め
に
行
動
し
ま
し
ょ
う

・
窓
や
雨
戸
は
し
っ
か
り
と
カ
ギ
を
か

け
、
必
要
に
応
じ
て
補
強
す
る
。

・
側
溝
や
排
水
口
は
掃
除
し
て
水
は
け
を

よ
く
し
て
お
く
。

・
風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
物
は
飛
ば
な
い
よ

う
に
固
定
し
た
り
、
家
の
中
へ
格
納
す
る
。

・
断
水
に
備
え
て
飲
料
水
を
確
保
す
る
ほ

か
、
浴
槽
に
水
を
張
る
な
ど
し
て
生
活

用
水
を
確
保
す
る
。

大
雨
が
降
る
前
、
風
が
強
く
な
る
前
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
避
難
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

・
学
校
や
公
民
館
な
ど
、
避
難
場
所
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
る
施
設
を
確
認
し
て
お
く
。

・
普
段
か
ら
家
族
で
避
難
場
所
や
連
絡
方

法
な
ど
を
話
し
合
っ
て
お
く
。

・
避
難
す
る
と
き
は
、
持
ち
物
を
最
小
限
に

し
て
、
両
手
が
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

　

こ
れ
ま
で
、
土
砂
災
害
の
多
く
は
木
造
の

1
階
で
被
災
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。
ど
う
し
て
も
避
難
場
所
へ
の
避
難
が

困
難
な
と
き
は
、
次
善
の
策
と
し
て
、
近
く

の
頑
丈
な
建
物
の
2
階
以
上
に
緊
急
避
難

す
る
か
、
そ
れ
も
難
し
い
場
合
は
家
の
中
で

よ
り
安
全
な
場
所（
が
け
か
ら
離
れ
た
部
屋

や
2
階
な
ど
）に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◆
非
常
持
ち
出
し
品
を
用
意
し
ま
し
ょ
う

　

以
下
は
非
常
持
ち
出
し
品
の
一
例
で
す
。

・
飲
料
水
、乾
パ
ン
や
ク
ラ
ッ
カ
ー
な
ど
、

レ
ト
ル
ト
食
品
、缶
詰
、粉
ミ
ル
ク
、哺
乳
ビ
ン

・
救
急
医
療
品
、
常
備
薬
、
マ
ス
ク
、
紙

お
む
つ
、
生
理
用
品
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

・
現
金（
小
銭
も
）、
預
金
通
帳
、
印
鑑
、

健
康
保
険
証
、
身
分
証
明
書

・
下
着
、
タ
オ
ル
、
寝
袋
、
雨
具
、
軍
手
、
靴

・
ナ
イ
フ
、缶
切
、鍋
や
水
筒
、懐
中
電
灯
、

ラ
ジ
オ
、電
池
、マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
、地
図

　

以
上
、
気
象
災
害
に
備
え
た
対
策
な
ど

を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
も

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
対
策
な
ど
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
普
段
か
ら
の
備
え
を
し
っ

か
り
と
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
各
種
災

害
に
備
え
る
た
め
、
行
政
区
単
位
で
設
立

し
た
自
主
防
災
組
織
活
動
も
大
切
で
す
。

今
後
も
市
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

台
風
や
大
雨
な
ど
気
象
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

　

平
成
28
年
4
月
分
か
ら
平
成
29
年
3
月

分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額

１
６
、2
6
0
円
で
す
。
保
険
料
は
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ

り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
の
納
付
、
そ
し
て

便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
け

な
い
方
に
対
し
て
、
電
話
、
書
面
、
面
談

に
よ
り
早
期
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
案

内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強
制
徴

収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行
い
、
指

定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場

合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
※
納
付
義
務
の
あ
る
方
の
財
産
を
差

し
押
さ
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早

め
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
免
除
さ
れ
る
制
度
や
猶

予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
区

役
所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金
窓
口
へ
ご

相
談
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本
人
、
連
帯

し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
う
配
偶
者
お
よ

び
世
帯
主
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事

故
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る「
保

険
料
免
除
制
度
」や「
若
年
者（
30
歳
未
満
）

納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
住

民
登
録
し
て
い
る
市
区
役
所
ま
た
は
町
村

役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
窓
口
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
平
成

28
年
7
月
1
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
平
成
28

年
7
月
分
か
ら
平
成
29
年
6
月
分
ま
で
の

期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
が
で
き
る
過
去
期
間
に
つ

い
て
は
、
申
請
書
を
提
出
し
た
日
か
ら
2

年
1
ヵ
月
前
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
で
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た
も
の
の
、

申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に
未
納
期
間
を

有
し
て
い
る
方
等
は
、
一
度
、
市
区
役
所
・

町
村
役
場
の
国
民
年
金
窓
口
ま
た
は
年
金

事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課　

☎
37

－

0
1
6
4
お
よ
び

各
総
合
支
所

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等

の
申
請
に
つ
い
て
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農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
全
体
見
直
し

　

平
成
28
〜
29
年
度
に
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
の
全
体
見
直
し
作
業
を
行
い
ま

す
。
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
は
、
本
市

農
業
の
総
合
的
な
振
興
を
図
る
た
め
に
、

今
後
10
年
間
を
見
通
し
た「
西
海
農
業
振

興
地
域
整
備
計
画
」
を
策
定
す
る
も
の
で

あ
り
、
5
年
に
1
度
行
う
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

全
体
見
直
し
に
伴
う
要
望
の
受
付

　

現
在
、
西
海
農
業
振
興
地
域
内
に
農
用

地
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
て
、
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
の
計
画
変
更（
農
振

除
外
・
編
入
）
に
つ
い
て
の
ご
要
望
を
伺

い
ま
す
。

　

ご
要
望
の
あ
る
方
は
、
今
月
号
に
折
り

込
ん
で
い
る
要
望
書
に
必
要
事
項
を
記
載

し
て
市
役
所
農
林
課
、
ま
た
は
お
近
く
の

総
合
支
所
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
提
出
に
つ
い
て
は
要
望
書
を
十

分
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

個
別
申
請
の
受
付
停
止

　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
全
体
見
直

し
に
伴
い
、
相
談
受
付
書
の
受
理
・
整
備

計
画
の
変
更
許
可
申
請（
農
振
除
外
・
編

入
・
用
途
変
更
）
の
受
付
を
次
の
期
間
停

止
し
ま
す
。
現
在
、
農
振
除
外
等
を
ご
検

討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
受
付
停
止
期
間

　

平
成
28
年
8
月
1
日
〜

 

平
成
29
年
7
月
31
日（
予
定
）

農
業
振
興
地
域
制
度
の
概
要

　

農
業
振
興
地
域
制
度
は
、「
農
業
振
興

地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き
、

優
良
農
地
の
確
保
と
そ
の
有
効
活
用
を
図

る
た
め
に
、
農
業
振
興
施
策
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
市
町
村
は
、
県
が
指
定
す
る
農
業
振

興
地
域
に
基
づ
き
、
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
土
地
改
良
事
業
等
生
産

基
盤
の
整
備
や
農
業
近
代
化
施
設
の
整
備

等
の
計
画
の
ほ
か
、
集
団
的
農
地
や
農
業

生
産
基
盤
整
備
事
業
の
対
象
地
等
の
優
良

農
地
に
つ
い
て
、
農
用
地
区
域
を
定
め
、

当
該
区
域
内
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て

農
地
転
用
を
禁
止
し
、
今
後
の
農
業
振
興

の
基
盤
と
な
る
べ
き
農
用
地
等
の
確
保
を

図
っ
て
い
ま
す
。

〜
農
用
地
区
域
と
は
〜

　

農
用
地
区
域
は
、
市
町
村
が
農
業
上
の

利
用
を
確
保
す
べ
き
土
地
と
し
て
、
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
の
中
の
農
用
地
利
用

計
画
に
お
い
て
定
め
た
区
域
で
す
。

〜
農
用
地
に
指
定
す
べ
き
土
地
〜

①
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
集
団
的
農
用
地

②
土
地
改
良
事
業
等
の
対
象
地

③
①
、
②
の
土
地
の
保
全
又
は
利
用
上

必
要
な
施
設
の
た
め
の
土
地

④
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
、
ま
た
は
①
、
②

の
土
地
に
隣
接
す
る
農
業
用
施
設
用
地

⑤
市
町
村
が
農
業
上
の
利
用
を
確
保
す

る
こ
と
が
必
要
と
認
め
る
土
地

問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課　

農
村
整
備
班
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西
海
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
全
体
見
直
し
に
伴
う
農
用
地
区
域
か
ら
の

 

除
外
・
農
用
地
区
域
へ
の
編
入
に
か
か
る
要
望
の
受
付
に
つ
い
て
　

放
送
大
学
で
は
平
成
28
年
度
第
2
学

期（
10
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の

大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大

学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職

業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
1
科
目
か
ら
学

習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生

と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持

ち
の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は
な
く
、
全

科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、
4
年
以

上
在
学
し
て
、
1
2
4
単
位
を
修
得
し

卒
業
す
る
と
、
学
士（
教
養
）
の
学
位

を
取
得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い

方
に
は「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

出
願
期
間
に
つ
い
て
第
1
回
は
8
月

31
日
ま
で
、
第
2
回
は
9
月
20
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
資
料
を
無
料
で

差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン

タ
ー
（
1
0
9
5

－

8
1
3

－

1
3
1
7
）

ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

放
送
大
学 
10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

19
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平
成
28
〜
29
年
度
に
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
の
全
体
見
直
し
作
業
を
行
い
ま

す
。
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
は
、
本
市

農
業
の
総
合
的
な
振
興
を
図
る
た
め
に
、

今
後
10
年
間
を
見
通
し
た「
西
海
農
業
振

興
地
域
整
備
計
画
」
を
策
定
す
る
も
の
で

あ
り
、
5
年
に
1
度
行
う
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

全
体
見
直
し
に
伴
う
要
望
の
受
付

　

現
在
、
西
海
農
業
振
興
地
域
内
に
農
用

地
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
て
、
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
の
計
画
変
更（
農
振

除
外
・
編
入
）
に
つ
い
て
の
ご
要
望
を
伺

い
ま
す
。

　

ご
要
望
の
あ
る
方
は
、
今
月
号
に
折
り

込
ん
で
い
る
要
望
書
に
必
要
事
項
を
記
載

し
て
市
役
所
農
林
課
、
ま
た
は
お
近
く
の

総
合
支
所
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
提
出
に
つ
い
て
は
要
望
書
を
十

分
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

個
別
申
請
の
受
付
停
止

　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
全
体
見
直

し
に
伴
い
、
相
談
受
付
書
の
受
理
・
整
備

計
画
の
変
更
許
可
申
請（
農
振
除
外
・
編

入
・
用
途
変
更
）
の
受
付
を
次
の
期
間
停

止
し
ま
す
。
現
在
、
農
振
除
外
等
を
ご
検

討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
受
付
停
止
期
間

　

平
成
28
年
8
月
1
日
〜

 

平
成
29
年
7
月
31
日（
予
定
）

農
業
振
興
地
域
制
度
の
概
要

　

農
業
振
興
地
域
制
度
は
、「
農
業
振
興

地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き
、

優
良
農
地
の
確
保
と
そ
の
有
効
活
用
を
図

る
た
め
に
、
農
業
振
興
施
策
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
市
町
村
は
、
県
が
指
定
す
る
農
業
振

興
地
域
に
基
づ
き
、
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
土
地
改
良
事
業
等
生
産

基
盤
の
整
備
や
農
業
近
代
化
施
設
の
整
備

等
の
計
画
の
ほ
か
、
集
団
的
農
地
や
農
業

生
産
基
盤
整
備
事
業
の
対
象
地
等
の
優
良

農
地
に
つ
い
て
、
農
用
地
区
域
を
定
め
、

当
該
区
域
内
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て

農
地
転
用
を
禁
止
し
、
今
後
の
農
業
振
興

の
基
盤
と
な
る
べ
き
農
用
地
等
の
確
保
を

図
っ
て
い
ま
す
。

〜
農
用
地
区
域
と
は
〜

　

農
用
地
区
域
は
、
市
町
村
が
農
業
上
の

利
用
を
確
保
す
べ
き
土
地
と
し
て
、
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
の
中
の
農
用
地
利
用

計
画
に
お
い
て
定
め
た
区
域
で
す
。

〜
農
用
地
に
指
定
す
べ
き
土
地
〜

①
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
集
団
的
農
用
地

②
土
地
改
良
事
業
等
の
対
象
地

③
①
、
②
の
土
地
の
保
全
又
は
利
用
上

必
要
な
施
設
の
た
め
の
土
地

④
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
、
ま
た
は
①
、
②

の
土
地
に
隣
接
す
る
農
業
用
施
設
用
地

⑤
市
町
村
が
農
業
上
の
利
用
を
確
保
す

る
こ
と
が
必
要
と
認
め
る
土
地

問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
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農
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整
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除
外
・
農
用
地
区
域
へ
の
編
入
に
か
か
る
要
望
の
受
付
に
つ
い
て
　

放
送
大
学
で
は
平
成
28
年
度
第
2
学

期（
10
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の

大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大

学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職

業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
1
科
目
か
ら
学

習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生

と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持

ち
の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は
な
く
、
全

科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、
4
年
以

上
在
学
し
て
、
1
2
4
単
位
を
修
得
し

卒
業
す
る
と
、
学
士（
教
養
）
の
学
位

を
取
得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い

方
に
は「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

出
願
期
間
に
つ
い
て
第
1
回
は
8
月

31
日
ま
で
、
第
2
回
は
9
月
20
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
資
料
を
無
料
で

差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン

タ
ー
（
1
0
9
5

－

8
1
3

－

1
3
1
7
）

ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

放
送
大
学 

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ
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『さいかい力創造支援事業補助金』ご案内
地域の自主的な『地域づくり』を応援します！

さいかい力創造支援事業補助金
　地域の特色を活かした活力ある地域づくり及び市民協働のまちづくりを推進するため、市民自らが地域の
課題解決に向けて取り組む新規又は既存内容を拡充する活動を募集します。

○補助の対象団体 対象事業を実施する団体
（政治活動、宗教活動または営利活動を行うことを目的とする団体は除く）

○補助対象事業

市の産業、福祉、芸術文化・歴史、スポーツ、コミュニティ活動、NPO・ボランティア活動
その他の各分野において、市内の団体が行う新規または既存の活動の拡充となる自主的なま
ちづくり活動で、次のいずれかに該当するもの
（1）市民自らが実施する地域づくりに関する企画、研究または計画策定を主たる目的とする活動
（2）まちづくりに熱意およびアイデアを持つ市民が自主的に実施する活動

○補 助 金 の 額

補助率： 企画・研究部門 10 ／ 10以内　実践活動部門　8／ 10以内
限度額： 企画・研究部門 10万円
 実践活動部門  初 回 交 付　50万円
  第2回交付　40万円
  第3回交付　30万円

※特定財源（事業により得る収入）がある場合は、事業費から特定財源を差し引いた額が補助金の額になります。
※市全域を対象とした事業の場合、実践活動部門の限度額は2倍になります。

○補助対象経費
事業に要する経費（臨時雇用賃金、講師等謝金、講師等旅費、消耗品、光熱水費、燃料費、
保険料、広告料、会場等借上料、原材料、備品購入費など）
ただし、団体の運営経費、食料費などは除く

○申 込 期 限 7月29日（金）まで
※申込件数による総額が、本年度予算額以内であれば期限を延長することがあります。

〈事業例〉
・伝統芸能の復活、拡充 ・祭り、交流イベントの開催
・買い物支援隊の結成 ・高齢者見守り、通院支援の結成
・安全安心（消費生活、防犯、交通安全等）
・地域ぐるみの子育て
詳しい条件や、ご応募に関するお問い合わせは、
政策企画課（137－0063）まで

　

7
月
1
日
よ
り
、
大
瀬
戸
総
合
運
動
公

園
内
に
あ
る
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
が
開
館
し

ま
す
。
健
康
の
た
め
に
一
度
利
用
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
イ
ベ
ン
ト
等
も
順
次
、
広

報
、
西
海
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
プ
ー
ル
内

で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

開
館
時
間

・
平
常
時

　
（
7
月
1
日
〜
19
日
、

9
月
1
日
〜
30
日
ま
で
）

　

休
館
日
…
月
曜
日

　
（
月
曜
日
が
、
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

　

火
〜
金
曜
日
…
13
時
〜
20
時

　

土
、
日
、
祝
日
…
10
時
〜
20
時

　

※
休
憩
時
間
：
正
午
〜
13
時

・
夏
休
み
期
間（
7
月
20
日
〜
8
月
31
日
）

　

休
館
日
…
月
曜
日

　
（
月
曜
日
が
、
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

　

休
館
日
以
外
…
10
時
〜
20
時

　

※
休
憩
時
間
：
正
午
〜
午
後
13
時

・
臨
時
休
館

■
水
温
が
22
℃
以
上
か
つ
水
温
と
室
温

を
足
し
て
50
℃
に
な
ら
な
い
場
合

■
水
泳
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

す
る
場
合

問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課　

1
37

－

0
0
7
9

ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
か
ら
の

お
知
ら
せ
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対
象
住
宅

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と
が
必

要
で
す
。

①
旧
基
準
木
造
住
宅
で
あ
る
も
の

　
（
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に

 

建
築
さ
れ
た
も
の
）

②
階
数
が
3
以
下
の
も
の

③
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統
的
工
法
又
は
枠

組
壁
工
法
に
よ
り
建
築
さ
れ
た
も
の

（
混
構
造
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
立
体
的

な
も
の
で
、
そ
の
木
造
の
部
分
に
限
る
。）

④
所
有
者（
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

に
限
る
。）が
現
に
居
住
す
る
も
の

助
成
額

①
耐
震
診
断
：
診
断
費
4
6
、2
0
0
円

の
う
ち
3
0
、8
0
0
円
を
助
成
。（
自

己
負
担
額
1
5
、4
0
0
円
）

②
耐
震
改
修
計
画
：
診
断
の
結
果
、
耐
震

基
準
に
適
合
し
な
い
住
宅
に
お
い
て
、

耐
震
改
修
計
画
作
成
に
要
し
た
費
用
の

3
分
の
2
の
額
で
7
0
、0
0
0
円
を

限
度
に
助
成
。

③
耐
震
改
修
工
事
：
旧
基
準
木
造
住
宅
の

う
ち
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
化
の

た
め
の
基
準
に
適
合
し
な
い
住
宅
を
耐

震
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
実
施
す

る
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用
の
2
分
の

1
の
額
で
6
0
0
、0
0
0
円
を
限
度

に
助
成
。

申
込
期
間

　

平
成
28
年
6
月
1
日
か
ら
平
成
29
年
1

月
31
日
ま
で（
予
算
が
無
く
な
り
次
第
、

締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

ほ
か
に
も
、
交
付
要
件
等
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

住
宅
建
築
課　

1
37

－

0
0
2
1

　

市
民
が
住
み
や
す
く
住
宅
内
で
の
事
故

を
低
減
す
る
た
め
一
定
の
性
能
を
確
保
し

た
良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
住
宅
性
能
の
向
上

を
伴
う
改
修
工
事
を
行
う
住
宅
の
所
有
者

等
に
対
し
て
、
対
象
工
事
に
係
る
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
要
件

　

西
海
市
内
に
一
戸
建
て
住
宅
ま
た
は
マ

ン
シ
ョ
ン
所
有
者
で
、
そ
の
住
宅
に
居
住

し
て
い
る
ま
た
は
リ
フ
ォ
ー
ム
後
居
住
予

定
の
も
の
。

　

国
費
の
含
ま
れ
る
別
の
補
助
金
を
受
け

る
ま
た
は
受
け
る
予
定
の
も
の
を
除
く
。

補
助
対
象
工
事

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
安
全
型
リ
フ
ォ
ー
ム

に
要
す
る
工
事
費
が
20
万
円
以
上
の
工
事

（
補
助
上
限
額
10
万
円
）

　

な
お
、
工
事
内
容
ご
と
に
別
途
定
め
る

単
位
あ
た
り
の
金
額
の
合
計
が
20
万
円
以

上
で
あ
る
こ
と
。

補
助
限
度
額

　

1
戸
当
た
り
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
の
補
助
対
象
経
費
の
5
分
の
1
以
内
の

額
。
た
だ
し
、
上
限
額
10
万
円
。

申
込
期
間

平
成
28
年
6
月
1
日
か
ら
平
成
29
年
1
月

31
日
ま
で（
予
算
が
無
く
な
り
次
第
、
締

め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

手
続
き

　
「
西
海
市
住
宅
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業
要
綱
」
に
基
づ
き
、
必
要
な
提

出
書
類
を
作
成
の
上
、
住
宅
建
築
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
請
す
る
際

は
、
事
前
に
住
宅
建
築
課
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

住
宅
建
築
課　

1
37

－

0
0
2
1

平
成
28
年
度
西
海
市
安
全
・
安
心
住
ま
い
づ
く
り
支
援
事
業

 

木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
！

平
成
28
年
度
西
海
市
住
宅
性
能
向
上

 

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
を
始
め
ま
す

　

地
震
発
生
時
に
お
け
る
木
造
住
宅
の
倒
壊
等
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、

耐
震
診
断
費
・
耐
震
改
修
計
画
作
成
費
・
耐
震
改
修
工
事
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
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く
ら
し
の
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『さいかい力創造支援事業補助金』ご案内
地域の自主的な『地域づくり』を応援します！

さいかい力創造支援事業補助金
　地域の特色を活かした活力ある地域づくり及び市民協働のまちづくりを推進するため、市民自らが地域の
課題解決に向けて取り組む新規又は既存内容を拡充する活動を募集します。

○補助の対象団体 対象事業を実施する団体
（政治活動、宗教活動または営利活動を行うことを目的とする団体は除く）

○補助対象事業

市の産業、福祉、芸術文化・歴史、スポーツ、コミュニティ活動、NPO・ボランティア活動
その他の各分野において、市内の団体が行う新規または既存の活動の拡充となる自主的なま
ちづくり活動で、次のいずれかに該当するもの
（1）市民自らが実施する地域づくりに関する企画、研究または計画策定を主たる目的とする活動
（2）まちづくりに熱意およびアイデアを持つ市民が自主的に実施する活動

○補 助 金 の 額

補助率： 企画・研究部門 10 ／ 10以内　実践活動部門　8／ 10以内
限度額： 企画・研究部門 10万円
 実践活動部門  初 回 交 付　50万円
  第2回交付　40万円
  第3回交付　30万円

※特定財源（事業により得る収入）がある場合は、事業費から特定財源を差し引いた額が補助金の額になります。
※市全域を対象とした事業の場合、実践活動部門の限度額は2倍になります。

○補助対象経費
事業に要する経費（臨時雇用賃金、講師等謝金、講師等旅費、消耗品、光熱水費、燃料費、
保険料、広告料、会場等借上料、原材料、備品購入費など）
ただし、団体の運営経費、食料費などは除く

○申 込 期 限 7月29日（金）まで
※申込件数による総額が、本年度予算額以内であれば期限を延長することがあります。

〈事業例〉
・伝統芸能の復活、拡充 ・祭り、交流イベントの開催
・買い物支援隊の結成 ・高齢者見守り、通院支援の結成
・安全安心（消費生活、防犯、交通安全等）
・地域ぐるみの子育て
詳しい条件や、ご応募に関するお問い合わせは、
政策企画課（137－0063）まで

　

7
月
1
日
よ
り
、
大
瀬
戸
総
合
運
動
公

園
内
に
あ
る
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
が
開
館
し

ま
す
。
健
康
の
た
め
に
一
度
利
用
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
イ
ベ
ン
ト
等
も
順
次
、
広

報
、
西
海
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
プ
ー
ル
内

で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

開
館
時
間

・
平
常
時

　
（
7
月
1
日
〜
19
日
、

9
月
1
日
〜
30
日
ま
で
）

　

休
館
日
…
月
曜
日

　
（
月
曜
日
が
、
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

　

火
〜
金
曜
日
…
13
時
〜
20
時

　

土
、
日
、
祝
日
…
10
時
〜
20
時

　

※
休
憩
時
間
：
正
午
〜
13
時

・
夏
休
み
期
間（
7
月
20
日
〜
8
月
31
日
）

　

休
館
日
…
月
曜
日

　
（
月
曜
日
が
、
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

　

休
館
日
以
外
…
10
時
〜
20
時

　

※
休
憩
時
間
：
正
午
〜
午
後
13
時

・
臨
時
休
館

■
水
温
が
22
℃
以
上
か
つ
水
温
と
室
温

を
足
し
て
50
℃
に
な
ら
な
い
場
合

■
水
泳
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

す
る
場
合

問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課　

1
37

－

0
0
7
9

ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
か
ら
の

お
知
ら
せ
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く
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こ
ど
も
課

　

こ
ど
も
課
は
、
課
長
1
名
、
子
育
て
支

援
班
10
名
、
こ
ど
も
健
康
班
10
名
の
2
班

（
常
勤
・
非
常
勤
職
員
含
む
）
と
、
間
瀬
保

育
所
、
蛎
浦
保
育
所
で
業
務
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
子
育
て
支
援
班
と
こ

ど
も
健
康
班
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
班
は
、
子
ど
も
や
子
育
て

の
支
援
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
今
年
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

は
、
2
つ
。

☆
保
育
料
第
三
子
以
降
無
料
！

　

新
し
い
保
育
料
の
形
態
で
は
、
西
海
市

独
自
の
制
度
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
同
時
入

所
2
人
目
の
無
料
化
を
実
施
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
制
度
は
、
据
え
置
い
た
ま
ま
、
今

年
か
ら
は
、
所
得
に
関
係
な
く
中
学
生
以

下
か
ら
数
え
て
第
三
子
以
降
の
子
ど
も
に

つ
い
て
も
無
料
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

広
報「
さ
い
か
い
4
月
号
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

☆
こ
ど
も
福
祉
医
療
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

西
海
市
に
住
所
の
あ
る
、
小
学
一
年
生

か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
を
対
象
に
医
療
費

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

現
在
は
、
こ
ど
も
福
祉
医
療
認
定
申
請

書
を
受
付
中
。（
6
月
30
日
ま
で
）

　

期
限
内
に
申
請
さ
れ
た
方
は
、
平
成
28

年
4
月
1
日
以
降
の
医
療
機
関
で
の
受
診

の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
忘

れ
な
い
よ
う
に
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
ど
も
健
康
班
で
は
、
主
に
母
子
健
康

手
帳
の
交
付
や
乳
幼
児
健
診
、
相
談
、
予

防
接
種
な
ど
、
妊
娠
中
か
ら
小
児
期
の
健

康
づ
く
り
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
職
員
は
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
、
看

護
師
と
い
っ
た
資
格
を
有
し
た
職
員
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。

　

各
種
健
診
や
相
談
事
業
の
中
で
、
た
く

さ
ん
の
保
護
者
の
方
や
お
子
さ
ん
に
お
会

い
す
る
機
会
が
あ
り
、
皆
さ
ま
か
ら
教
わ

る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
学
び
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
お
子
さ
ま
一
人
ひ
と

り
が
そ
の
子
ら
し
く
、
健
や
か
に
成
長
で

き
る
よ
う
、
そ
し
て
ご
家
族
の
皆
さ
ま
が

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ
う
、
も
っ
と

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
に
お
会
い
し
て
お
話

し
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
健
診
や
相
談

事
業
等
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
の
保
育
園
等
・
ひ
と
り
親
・
健

診
・
予
防
接
種
・
こ
ど
も
の
こ
と
な
ら
、

こ
ど
も
課
へ
。

健
康
ほ
け
ん
課

〜
健
康
は
何
も
の
に
も

 

代
え
ら
れ
な
い
宝
物
で
す
〜

　

健
康
ほ
け
ん
課
は
、
本
庁
第
一
別
館
を

本
拠
地
と
し
て
、
医
療
保
険
班
（
江
島
・

平
島
・
松
島
診
療
所
含
む
）・
健
康
づ
く

り
班
の
2
班
体
制
で
業
務
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

　
『
健
康
』と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
医
療
面
・
健
康

面
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
仕
事
で
す
。

　

医
療
保
険
班
の
主
な
業
務
は
、
国
民
健

康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
直
営
の
診
療
所

が
市
内
に
3
カ
所
あ
り
、
松
島
地
区
・
江

島
地
区
・
平
島
地
区
の
皆
さ
ま
の
医
療
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
班
の
主
な
業
務
は
、
特
定

健
診
・
が
ん
検
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

の
実
施
と
保
健
・
栄
養
・
歯
科
こ
こ
ろ

の
相
談
で
す
。
生
活
習
慣
病
の
中
で
も
、

西
海
市
は
高
血
圧
の
人
が
多
く
、
そ
れ
に

伴
い
、
血
管
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
心
臓

病
・
脳
卒
中
、
腎
臓
病
の
死
亡
率
が
高
い

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
健
康

を
守
り
た
い
！
生
活
習
慣
病
の
早
期
予

防
を
！
を
合
言
葉
に
日
々
業
務
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
病
気
の
予
防
と
医
療
面
か
ら
市

民
の
皆
さ
ま
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

と
も
に「
健
康
の
里
さ
い
か
い
」を
実
現

し
ま
し
ょ
う
。

健康ほけん課

江島診療所

江島・平島診療所（歯科）

松島診療所

平島診療所
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く
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の
情
報

【
所
在
地
】

西
海
市
瀬
戸
板
浦
郷

 

2
2
7
8
番
地
1

【
電
話
番
号
】

長
寿
介
護
課 

☎
37‒

０
０
２
４

福
祉
課 

☎
37‒

０
０
６
９

こ
ど
も
課 

☎
37‒

０
０
２
９

健
康
ほ
け
ん
課 

☎
37‒

０
０
６
７

「西海市役所の職員っ
て何しているの？」「西
海市に住んで困った
時どこに連絡すれば
いいの？」市民の皆さ
まのそんな疑問にお
答えします！
各課の紹介を毎月特
集するので宜しくお願
いします☆

長
寿
介
護
課

　

長
寿
介
護
課
は
、
長
寿
政
策
班
、
介
護

保
険
班
、
地
域
支
援
班
の
3
班
体
制
で
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

業
務
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
長
寿
政
策

班
で
は
、
介
護
保
険
事
業
計
画
お
よ
び
老

人
福
祉
計
画
の
策
定
・
進
行
管
理
、
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
・
指
導
、
高
齢

者
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
、
老
人
ホ
ー
ム
や

支
援
ハ
ウ
ス
の
入
所
に
関
す
る
業
務
、
わ

い
わ
い
サ
ロ
ン
の
補
助
金
に
関
す
る
業

務
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
班
で
は
介
護
保
険
料

の
賦
課
・
収
納
に
関
す
る
業
務
、
介
護
認

定
の
調
査
・
認
定
に
関
す
る
業
務
、
介
護

保
険
一
部
負
担
金
に
関
す
る
業
務
、
介
護

保
険
事
業
の
住
民
説
明
会
や
周
知
に
関

す
る
業
務
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
支
援
班
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
運
営
に
関
す
る
業
務
、
介
護
予

防
事
業
に
関
す
る
業
務
、
地
域
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
指
導
・
支
援
に
関
す
る

業
務
、
介
護
や
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

業
務
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
西
海
市
で
は
65
歳
以
上
の
高
齢

化
率
が
平
成
28
年
3
月
末
時
点
で
35
．
1

パ
ー
セ
ン
ト
に
上
り
、
1
万
人
以
上
の
方

が
65
歳
以
上
と
な
り
、
今
後
も
増
加
し
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
高
齢
者
と

そ
の
ご
家
族
が
住
み
や
す
い
街
に
し
て

い
く
た
め
に
日
々
、
業
務
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
長
崎
県
で
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
西
海
市
で
は
10
月

16
・
17
日
に
西
彼
総
合
体
育
館
に
お
い
て

囲
碁
交
流
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
プ
ロ
棋

士
と
の
指
導
対
局
コ
ー
ナ
ー
や
健
康
づ

く
り
ブ
ー
ス
な
ど
様
々
な
催
し
物
が
行

わ
れ
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

福
祉
課

　

福
祉
課
は
、
課
長
1
名
、
総
務
福
祉
班
5

名
、
障
が
い
者
福
祉
班
5
名
、
生
活
保
護
班

7
名
、
非
常
勤
職
員
4
名
の
22
名
体
制
で
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

総
務
福
祉
班
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
の
指

導
監
査
や
認
可
事
務
、
障
が
い
の
あ
る
方
の

た
め
の
福
祉
医
療
事
務
、
災
害
時
の
避
難
行

動
に
支
援
が
必
要
な
方
々
の
た
め
の
計
画

づ
く
り
、
日
本
赤
十
字
社
に
関
す
る
業
務
、

生
活
困
窮
者
の
た
め
の
相
談
・
支
援
業
務
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
組
織
す
る
協
議

会
の
事
務
局
、
各
種
団
体
と
の
連
絡
調
整
な

ど
、
幅
広
い
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
班
で
は
、
障
が
い
の
あ
る

人
も
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

身
体
・
知
的
・
発
達
・
精
神
に
か
か
る
認

定
申
請
の
受
付
か
ら
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

費
、
日
常
生
活
用
品
購
入
費
な
ど
の
支
給
手

続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
保
護
班
で
は
、
身
体
状
況
や
生
活
状

況
な
ど
に
よ
り
、
国
が
定
め
た
最
低
生
活
費

以
上
の
収
入
を
得
ら
れ
な
い
方
に
対
す
る

生
活
保
護
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
が
必
要
な
方
々
と
の
面
談
を
通
じ
て
、

就
労
支
援
や
各
種
手
当
申
請
な
ど
に
つ
い
て

助
言
を
行
い
、
一
日
で
も
早
く
自
分
の
力
で

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
援
助
し
て
い
ま
す
。

　

先
月
号
の
広
報
さ
い
か
い
に
お
い
て
、
第

二
期
西
海
市
地
域
福
祉
計
画
の
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
を
各
ご
家
庭
に
お
届
け
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
の
計
画
は
、「
と
も
に
支
え
合
い
、
豊

か
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
里
づ
く

り
」
を
将
来
像
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
子
ど
も
も
高

齢
者
も
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

す
べ
て
の
人
が
尊
厳
を
持
っ
て
幸
せ
に
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
地
域
づ
く
り
を
目

指
す
も
の
で
す
。

　

行
政
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
、
福
祉
に

関
す
る
多
様
な
問
題
に
取
り
組
む
た
め
、
地

域
に
お
け
る
福
祉
の
様
々
な
担
い
手
と
の

協
働
・
連
携
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ま
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
、
質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
構
築

に
取
り
組
み
ま
す
。
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こ
ど
も
課

　

こ
ど
も
課
は
、
課
長
1
名
、
子
育
て
支

援
班
10
名
、
こ
ど
も
健
康
班
10
名
の
2
班

（
常
勤
・
非
常
勤
職
員
含
む
）
と
、
間
瀬
保

育
所
、
蛎
浦
保
育
所
で
業
務
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
子
育
て
支
援
班
と
こ

ど
も
健
康
班
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
班
は
、
子
ど
も
や
子
育
て

の
支
援
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
今
年
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

は
、
2
つ
。

☆
保
育
料
第
三
子
以
降
無
料
！

　

新
し
い
保
育
料
の
形
態
で
は
、
西
海
市

独
自
の
制
度
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
同
時
入

所
2
人
目
の
無
料
化
を
実
施
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
制
度
は
、
据
え
置
い
た
ま
ま
、
今

年
か
ら
は
、
所
得
に
関
係
な
く
中
学
生
以

下
か
ら
数
え
て
第
三
子
以
降
の
子
ど
も
に

つ
い
て
も
無
料
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

広
報「
さ
い
か
い
4
月
号
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

☆
こ
ど
も
福
祉
医
療
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

西
海
市
に
住
所
の
あ
る
、
小
学
一
年
生

か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
を
対
象
に
医
療
費

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

現
在
は
、
こ
ど
も
福
祉
医
療
認
定
申
請

書
を
受
付
中
。（
6
月
30
日
ま
で
）

　

期
限
内
に
申
請
さ
れ
た
方
は
、
平
成
28

年
4
月
1
日
以
降
の
医
療
機
関
で
の
受
診

の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
忘

れ
な
い
よ
う
に
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
ど
も
健
康
班
で
は
、
主
に
母
子
健
康

手
帳
の
交
付
や
乳
幼
児
健
診
、
相
談
、
予

防
接
種
な
ど
、
妊
娠
中
か
ら
小
児
期
の
健

康
づ
く
り
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
職
員
は
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
、
看

護
師
と
い
っ
た
資
格
を
有
し
た
職
員
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。

　

各
種
健
診
や
相
談
事
業
の
中
で
、
た
く

さ
ん
の
保
護
者
の
方
や
お
子
さ
ん
に
お
会

い
す
る
機
会
が
あ
り
、
皆
さ
ま
か
ら
教
わ

る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
学
び
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
お
子
さ
ま
一
人
ひ
と

り
が
そ
の
子
ら
し
く
、
健
や
か
に
成
長
で

き
る
よ
う
、
そ
し
て
ご
家
族
の
皆
さ
ま
が

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ
う
、
も
っ
と

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
に
お
会
い
し
て
お
話

し
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
健
診
や
相
談

事
業
等
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
の
保
育
園
等
・
ひ
と
り
親
・
健

診
・
予
防
接
種
・
こ
ど
も
の
こ
と
な
ら
、

こ
ど
も
課
へ
。

健
康
ほ
け
ん
課

〜
健
康
は
何
も
の
に
も

 

代
え
ら
れ
な
い
宝
物
で
す
〜

　

健
康
ほ
け
ん
課
は
、
本
庁
第
一
別
館
を

本
拠
地
と
し
て
、
医
療
保
険
班
（
江
島
・

平
島
・
松
島
診
療
所
含
む
）・
健
康
づ
く

り
班
の
2
班
体
制
で
業
務
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

　
『
健
康
』と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
医
療
面
・
健
康

面
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
仕
事
で
す
。

　

医
療
保
険
班
の
主
な
業
務
は
、
国
民
健

康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
直
営
の
診
療
所

が
市
内
に
3
カ
所
あ
り
、
松
島
地
区
・
江

島
地
区
・
平
島
地
区
の
皆
さ
ま
の
医
療
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
班
の
主
な
業
務
は
、
特
定

健
診
・
が
ん
検
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

の
実
施
と
保
健
・
栄
養
・
歯
科
こ
こ
ろ

の
相
談
で
す
。
生
活
習
慣
病
の
中
で
も
、

西
海
市
は
高
血
圧
の
人
が
多
く
、
そ
れ
に

伴
い
、
血
管
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
心
臓

病
・
脳
卒
中
、
腎
臓
病
の
死
亡
率
が
高
い

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
健
康

を
守
り
た
い
！
生
活
習
慣
病
の
早
期
予

防
を
！
を
合
言
葉
に
日
々
業
務
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
病
気
の
予
防
と
医
療
面
か
ら
市

民
の
皆
さ
ま
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

と
も
に「
健
康
の
里
さ
い
か
い
」を
実
現

し
ま
し
ょ
う
。

健康ほけん課

江島診療所

江島・平島診療所（歯科）

松島診療所

平島診療所
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 震災便乗商法に関する
トラブル注意！

●訪問販売、電話勧誘販売は契約書面を受
け取った日を含む8日間以内であればクー
リング・オフ（無条件解除）ができます。

●工事の契約は複数の業者から見積りを
取るようにしましょう。

※おかしいなと思った時は、すぐにお住ま
いの自治体の消費生活センターにご相
談ください。

西海市消費生活センターからの 問い合わせ先
西海市消費生活センター
☎３７－０１４５

　平成28年熊本地震の被災者の皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。
　さて、過去に自然災害が発生した際には、便乗した様々な詐欺商法が出現しました。今回も同様の事例が出てくる危険性
があります。
　慌てて契約せずに、不必要な契約はきっぱりと断りましょう。

「家の基礎が壊れている。詳しく見てあげる。」と訪問してきた業者が床下に
もぐった後、「早急に補修工事をしないと大変なことになる。」と言ったので、
驚いて契約してしまった。

事例❶

「万が一に備えて、防災グッズセットを買いませんか。」と言って業者が訪問
してきた。ホームセンターで買うよりも何十倍も高い価格を請求された。

事例❷

「被災地への寄付金を集めています」と電話があったので、指定された口座
に振り込んだが、実在しない団体だった。

事例❸

西海警察署
からの
お知らせ高齢者を守ら

ナイト大作戦
～高齢歩行者と夜間の交通事故を防止しよう！～

★
高
齢
者
の
方
へ
の

 
 

　
ア
ド
バ
イ
ス
★

次
の
点
に
注
意
し
て
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

★
体
調
が
悪
い
時
は
運
転
を
控
え

　
　
　
　
　   

ナ
イ
ト

★
運
転
に
集
中
し
、脇
見
・
ぼ
ん
や
り

　
　
　
　

運
転
を
防
止
し
ナ
イ
ト

★
交
差
点
で
は
、落
ち
着
い
て
確
実
に

　
　
　
　

安
全
を
確
認
し
ナ
イ
ト

★
横
断
前
、横
断
中
は
、左
右
の

　
　
　
　

安
全
を
確
認
し
ナ
イ
ト

★
夜
間
は
明
る
い
服
装
に
心
掛
け
、

　
　
　
　

反
射
材
を
つ
け
ナ
イ
ト

交通安全について
は、長崎県警ホーム
ページへアクセスし
てください。

く
ら
し
の
情
報
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特定防衛施設周辺整備調整
交付金事業について

　特定防衛施設周辺整備調整交付金とは、防衛施設（米軍横瀬貯油所）の設置や運用による影響の軽減等を図るた
め、公共用の施設整備、生活環境の維持改善等に寄与する事業に対し、国から交付されるものです。平成27年度は、
以下の事業に活用しました。

荒
廃
農
地
の
再
生
補
助
金
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
！

平成27年度

事業名 事業内容 交付金額

小型動力ポンプ付積載車購入 軽自動車1台 4,590

防火水槽建設工事測量設計委託 防火水槽3基 1,828

消防詰所建設工事設計委託 消防詰所1棟 972

スクールバス購入 マイクロバス2台 10,646

西海地区スクールバス運行事業基金 基金造成 24,922

防衛施設周辺公園管理基金 基金造成 13,725

合　計 56,683

（単位：千円）

　

西
海
市
は
荒
廃
農
地
の
再
生
を
促
進
す

る
た
め
、
次
の
内
容
の「
西
海
市
荒
廃
農
地

再
生
解
消
事
業
補
助
金
」
を
平
成
28
年
度

予
算
に
お
い
て
制
度
化
し
ま
し
た
。

【
支
援
メ
ニ
ュ
ー
】

①
荒
廃
農
地
再
生
支
援
補
助

（
ア
）再
生
作
業
支
援
補
助

﹇
補
助
額
﹈

●
一
般
…
4
万
円
／
10
ア
ー
ル

●
認
定
農
業
者
ま
た
は
認
定
新
規
就
農

者
…
5
万
円
／
10
ア
ー
ル

●
U
タ
ー
ン
者
…
8
万
円
／
10
ア
ー
ル

（
イ
）再
生
基
盤
整
備
支
援
補
助

認
定
農
業
者
ま
た
は
認
定
新
規
就
農
者

が
市
内
業
者
に
て
再
生
作
業
を
含
め
て

行
な
う
区
画
整
理
・
客
土
・
農
道
・
用

排
水
路
・
暗
渠
を
対
象 

※
面
積
40
ア
ー

ル
ま
で

﹇
補
助
額
﹈

●
対
象
事
業
費
の
1
／
3
以
内
で
30
万

／
10
ア
ー
ル
当
た
り
30
万
円
を
上
限

●
対
象
事
業
費
の
4
／
5
以
内
で
80
万

／
10
ア
ー
ル
当
た
り
80
万
円
を
上
限

（
認
定
農
業
者
ま
た
は
新
規
就
農
者

で
あ
る
U
タ
ー
ン
者
）

②
荒
廃
農
地
景
観
解
消
支
援
補
助

荒
廃
農
地
に
景
観
作
物（
ひ
ま
わ
り
・

コ
ス
モ
ス
・
菜
の
花
・
れ
ん
げ
）
の
作

付
け
す
る
取
り
組
み
を
対
象

●
補
助
額
10
ア
ー
ル
当
た
り
2.5
万
円
以
内

③
U
タ
ー
ン
者
就
農
支
援
補
助

U
タ
ー
ン
者
が
荒
廃
農
地
を
再
生
し
耕

作
す
る
目
的
の
た
め
公
的
機
関
で
研
修

を
受
講
す
る
際
の
補
助

●
補
助
額
2
万
円
／
月
（
連
続
12
か
月

ま
で
）

【
対
象
地
】

農
業
委
員
会
が
荒
廃
農
地
と
判
定
し
た

農
地
が
対
象（
自
作
・
他
作
と
も
に
可
）

※
再
生
基
盤
整
備
支
援
補
助
は
農
振
農

用
地
の
荒
廃
農
農
地
で
あ
る
こ
と

【
対
象
者
】

・
荒
廃
農
地
を
再
生
解
消
す
る
市
内
在
住

者
ま
た
は
市
内
に
住
所
を
置
く
法
人

【
要
件
】

・
再
生
支
援
補
助
は
再
生
作
業
費
が
10

ア
ー
ル
当
た
り
10
万
円
以
上
か
か
る

こ
と

・
交
付
を
受
け
た
農
地
は
5
年
以
上
耕

作
す
る
こ
と

・
U
タ
ー
ン
者
単
価
の
場
合
は
耕
作
と
併

せ
て
5
年
以
上
市
内
在
住
す
る
こ
と

【
U
タ
ー
ン
者
要
件
】

西
海
市
内
に
3
年
以
上
在
住
し
た
実
績

が
あ
り
、
西
海
市
外
へ
1
年
以
上
転
出
し

た
者
で
、
施
行
日
の
28
年
4
月
1
日
以
降

に
荒
廃
農
地
を
再
生
し
耕
作
す
る
た
め

西
海
市
内
へ
転
入
し
6
か
月
以
内
の
方

（
右
の
転
入
後
6
か
月
以
内
に
公
的
機

関
研
修
を
受
け
る
方
は
、
そ
の
研
修
満

了
後
6
か
月
以
内
）

主
な
内
容
や
要
件
な
ど
を
記
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
詳
し
い
ご
相
談
は
農
林
課

や
お
電
話
な
ど
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
農
林
課
農
業
振
興
班　
☎
37

－

0
0
7
0

・
荒
廃
農
地
の
確
認
に
つ
い
て
は
…

　

農
業
委
員
会　

☎
37

－

0
0
8
0
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 震災便乗商法に関する
トラブル注意！

●訪問販売、電話勧誘販売は契約書面を受
け取った日を含む8日間以内であればクー
リング・オフ（無条件解除）ができます。

●工事の契約は複数の業者から見積りを
取るようにしましょう。

※おかしいなと思った時は、すぐにお住ま
いの自治体の消費生活センターにご相
談ください。

西海市消費生活センターからの 問い合わせ先
西海市消費生活センター
☎３７－０１４５

　平成28年熊本地震の被災者の皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。
　さて、過去に自然災害が発生した際には、便乗した様々な詐欺商法が出現しました。今回も同様の事例が出てくる危険性
があります。
　慌てて契約せずに、不必要な契約はきっぱりと断りましょう。

「家の基礎が壊れている。詳しく見てあげる。」と訪問してきた業者が床下に
もぐった後、「早急に補修工事をしないと大変なことになる。」と言ったので、
驚いて契約してしまった。

事例❶

「万が一に備えて、防災グッズセットを買いませんか。」と言って業者が訪問
してきた。ホームセンターで買うよりも何十倍も高い価格を請求された。

事例❷

「被災地への寄付金を集めています」と電話があったので、指定された口座
に振り込んだが、実在しない団体だった。

事例❸

西海警察署
からの
お知らせ高齢者を守ら

ナイト大作戦
～高齢歩行者と夜間の交通事故を防止しよう！～

★
高
齢
者
の
方
へ
の

 
 

　
ア
ド
バ
イ
ス
★

次
の
点
に
注
意
し
て
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

★
体
調
が
悪
い
時
は
運
転
を
控
え

　
　
　
　
　   

ナ
イ
ト

★
運
転
に
集
中
し
、脇
見
・
ぼ
ん
や
り

　
　
　
　

運
転
を
防
止
し
ナ
イ
ト

★
交
差
点
で
は
、落
ち
着
い
て
確
実
に

　
　
　
　

安
全
を
確
認
し
ナ
イ
ト

★
横
断
前
、横
断
中
は
、左
右
の

　
　
　
　

安
全
を
確
認
し
ナ
イ
ト

★
夜
間
は
明
る
い
服
装
に
心
掛
け
、

　
　
　
　

反
射
材
を
つ
け
ナ
イ
ト

交通安全について
は、長崎県警ホーム
ページへアクセスし
てください。

く
ら
し
の
情
報
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あ
ん
な
こ
と

こ
ん
な
こ
と

市長の

市長コラム

市
長
コ
ラ
ム

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
、
市
長
の

田
中
で
す
。
6
月
を
迎
え
て
故
郷
の
山
々

が
一
段
と
深
み
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
梅
雨
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。

「
地
震
雷
火
事
お
や
じ
」
の
こ
と
わ
ざ
が

あ
り
ま
す
が
、
い
つ
の
時
代
か
ら
か
古

く
か
ら
の
こ
と
わ
ざ
ど
お
り
に
は
い
か

な
い
地
球
温
暖
化
現
象
に
よ
る
想
定
外

の
災
害
が
昨
今
と
み
に
増
え
て
来
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
熊
本
地
震
の
復

旧
に
更
な
る
障
害
を
も
た
ら
さ
な
け
れ

ば
よ
い
が
と
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
自
主

防
災
組
織
を
各
行
政
区
で
確
立
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
行
政
と
致

し
ま
し
て
は
机
上
で
の
訓
練
は
も
と
よ

り
実
際
の
災
害
を
想
定
し
た
各
行
政
区

で
の
防
災
訓
練
に
つ
い
て
も
有
事
に
備

え
て
計
画
を
し
て
参
り
ま
す
。
今
、
各

地
区
の
防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
安
全

安
心
課
を
中
心
に
喫
緊
に
活
用
で
き
る

よ
う
作
成
を
急
い
で
お
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
こ
の
度
は
、
関
西
大
阪
長
崎
県

人
会
長
・
塚
本
政
治
様
他
、
長
崎
県
各

市
町
を
故
郷
に
持
つ
県
人
会
会
員
40
名

の
方
々
が
ふ
る
さ
と
訪
問
と
し
て
初

め
て
西
海
市
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
伊
丹
空
港
か
ら
長
崎
空
港
へ
、
大

村
湾
を
ま
た
い
で
海
路
着
の
予
定
を
陸

路
バ
ス
ツ
ア
ー
に
変
更
し
ポ
ー
ト
ホ
ー

ル
ン
着
、
歓
迎
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
わ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
2
泊
3
日
の
ご
予

定
で
ホ
テ
ル
咲
き
都
に
宿
泊
さ
れ
夜
の

交
流
会
に
は
市
議
会
議
員
は
じ
め
関
係

各
位
の
皆
様
に
多
数
ご
出
席
い
た
だ
き

ま
し
て
心
か
ら
の
お
も
て
な
し
を
行
い

ま
し
た
。
翌
朝
か
ら
ふ
る
さ
と
訪
問
の

大
き
な
目
的
、
西
海
市
が
他
の
地
域
に

誇
れ
る
地
域
資
源
な
ど
時
間
の
許
す
限

り
視
察
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
私
ど
も

も
ご
一
緒
さ
せ
て
頂
き
有
意
義
な
ひ
と

時
で
あ
り
ま
し
た
し
、
改
め
て
西
海
市

の
歴
史
（
特
に
石
が
語
る
西
海
の
歴

史
）
そ
し
て
文
化
な
ど
の
素
晴
ら
し
い

地
域
資
源
に
触
れ
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
当
市
を
訪
問
い
た
だ
き
ま
し
た
事

に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
な
か

で
も
皆
様
方
が
懐
か
し
く
感
慨
に
ふ

け
っ
て
お
ら
れ
た
の
が
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル

ン
長
崎
で
の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
あ
り

ま
す
。
す
で
に
33
年
を
遡
る
事
、
東
の

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
、
西
の
オ
ラ
ン
ダ

村
と
し
て
２
０
０
万
人
も
の
来
場
者
で

一
時
期
を
謳
歌
し
た
旧
長
崎
オ
ラ
ン
ダ

村
時
代
を
懐
か
し
み
、
こ
の
度
の
再
生

を
自
分
の
ふ
る
さ
と
の
事
の
よ
う
に
喜

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
4
月
16
日
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
期
せ
ず
し
て
熊
本
地

震
の
本
震
が
未
明
に
発
生
し
た
朝
の
こ

と
で
あ
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
惨
状

を
考
え
手
放
し
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
喜

ぶ
心
境
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
大

変
複
雑
な
思
い
で
ス
ピ
ー
チ
の
原
稿
を

手
直
し
し
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。
地

震
学
上
の
想
定
を
は
る
か
に
越
え
る
長

期
間
の
余
震
に
お
の
の
き
復
興
に
は
多

額
の
財
源
と
年
月
を
要
す
る
事
は
申
す

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
先
月
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
第
１
１
８
回
九
州
市
長
会
で

も
九
州
は
一
つ
と
言
う
考
え
に
基
づ
き

支
援
の
為
の
特
別
決
議
を
採
択
い
た
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
九
州
各
県
と
も
修
学

旅
行
を
中
心
に
宿
泊
客
や
観
光
地
へ
の

キ
ャ
ン
セ
ル
が
続
い
て
お
り
長
崎
県
で

も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
西

海
市
内
で
も
修
学
旅
行
生
の
ペ
ー
ロ
ン

体
験
が
全
て
キ
ャ
ン
セ
ル
と
の
事
、
そ

う
し
た
中
、
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
ン
長
崎
、

バ
イ
オ
パ
ー
ク
は
予
想
を
越
え
る
入
場

者
で
近
隣
へ
の
経
済
的
波
及
効
果
が
更

に
期
待
で
き
そ
う
で
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
中
の
雪
浦
ウ
ィ
ー
ク
も
か
つ

て
な
い
人
出
で
町
並
み
や
田
舎
暮
ら
し

を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

▲関西大阪長崎県人会（ポートホールン長崎前）

27

西海観光トピックについて詳しくは情報観光課観光物産班　☎３７-００６４へご連絡ください。

　夏の大島をスイム、バイク、ランで駆け巡る「長崎西
海トライアスロン祭」が今年も開催されます。
　市民も参加する「一般の部」をはじめ、日本を代表す
る招待選手が参加する「エリートの部（兼長崎県代表選
手選考大会）」や「学生の部（兼九州・沖縄学生トライア
スロン選手権大会）」、中学生を対象とする「ジュニアの
部」、小学3年生から小学6年生を対象とする「キッズの
部」など8つの種目が行われます。
　大会の詳細については長崎西海トライアスロン実行
委員会または西海市のウェブサイトをご覧ください。
　選手たちの熱い走り
を応援に来ませんか？
※交通規制などのお
知らせは折込をご覧く
ださい。

　「ふるさと西海応援寄附金」に
ご協力いただいた方へお贈りす
る、西海市の魅力あふれる特産
品を掲載したパンフレットが完
成しました。
　今後も更なる「ふるさと応援
寄附金」の振興を図るためにも、
商品の充実が必要です。新たに
返礼品にご協力いただける事業
者を随時募集していますので、
興味のある方はお問い合わせください。
　なお、パンフレットは西海市役所および西海市観光協
会観光事業部（旧長崎オランダ村施設）でも配布していま
す。電話やメールでご連絡いただいた方へ送付もしてい
ますので、お気軽にお問い合わせください。

情報観光課　☎37-0064
長崎西海トライアスロン事務局
☎0959-23-0010

問い合わせ先

問い合わせ先

観光トピック

観
光
ト
ピ
ッ
ク曜 日 6月のテーマ

月 大
お と な

人の肥
ひ ま ん

満

火 外
が い は ん ぼ し

反母趾

水 子
こ

どもの発
はつねつ

熱と熱
ねつ

冷
さ

まし

木 脱
だつもう

毛（抜
ぬ

け毛
げ

）の予
よ ぼ う

防

金 骨
こつ

粗
そ

鬆
そうしょう

症治
ちりょうちゅう

療中の歯
し か

科受
じゅしん

診

土・日 男
おとこ

と女
おんな

の産
う

み分
わ

け方
かた

＊祝日は、前日のテープが流れます。

一年間分の「健康テレホンサービス」放送原稿を
収載した小冊子『健康一口メモ』（第23集、25～
29集：1冊400円・送料別）を好評販売中です。
ご注文は下記の問い合わせ先までお願いします。

6月の健康
テレフォンサービス

西海市の人口の動き

長　崎

（携帯電話不可）

長崎県保険医協会　長崎市恵美須町２‐３‐２Ｆ
☎095-825-3829／FAX 095-825-3893

☎095-826-5511

70120-555-203
平成28年
4月30日
現在

前月比
各町別

西彼 西海 大島 崎戸 大瀬戸

人
口
日本人 28,778 -47 8,550 7,559 5,008 1,531 6,130

外国人 417 17 46 8 348 4 11

男
日本人 13,919 8 4,090 3,569 2,523 735 3,002

外国人 338 16 9 2 325 2 0

女
日本人 14,859 -55 4,460 3,990 2,485 796 3,128

外国人 79 1 37 6 23 2 11

世
帯
数

日本人 12,391 50 3,252 2,907 2,587 863 2,782

混　合 35 0 11 6 12 1 5

外国人 370 17 34 2 326 2 6

4月中
日本人 外国人

転　入 134 17
転　出 114 3
出　生 13 0
死　亡 47 0

※ 平成24年7月9日から
外国人が住民基本台帳
法の対象に含まれるよ
うになりました。
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あ
ん
な
こ
と

こ
ん
な
こ
と

市長の

市長コラム

市
長
コ
ラ
ム

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
、
市
長
の

田
中
で
す
。
6
月
を
迎
え
て
故
郷
の
山
々

が
一
段
と
深
み
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
梅
雨
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。

「
地
震
雷
火
事
お
や
じ
」
の
こ
と
わ
ざ
が

あ
り
ま
す
が
、
い
つ
の
時
代
か
ら
か
古

く
か
ら
の
こ
と
わ
ざ
ど
お
り
に
は
い
か

な
い
地
球
温
暖
化
現
象
に
よ
る
想
定
外

の
災
害
が
昨
今
と
み
に
増
え
て
来
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
熊
本
地
震
の
復

旧
に
更
な
る
障
害
を
も
た
ら
さ
な
け
れ

ば
よ
い
が
と
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
自
主

防
災
組
織
を
各
行
政
区
で
確
立
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
行
政
と
致

し
ま
し
て
は
机
上
で
の
訓
練
は
も
と
よ

り
実
際
の
災
害
を
想
定
し
た
各
行
政
区

で
の
防
災
訓
練
に
つ
い
て
も
有
事
に
備

え
て
計
画
を
し
て
参
り
ま
す
。
今
、
各

地
区
の
防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
安
全

安
心
課
を
中
心
に
喫
緊
に
活
用
で
き
る

よ
う
作
成
を
急
い
で
お
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
こ
の
度
は
、
関
西
大
阪
長
崎
県

人
会
長
・
塚
本
政
治
様
他
、
長
崎
県
各

市
町
を
故
郷
に
持
つ
県
人
会
会
員
40
名

の
方
々
が
ふ
る
さ
と
訪
問
と
し
て
初

め
て
西
海
市
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
伊
丹
空
港
か
ら
長
崎
空
港
へ
、
大

村
湾
を
ま
た
い
で
海
路
着
の
予
定
を
陸

路
バ
ス
ツ
ア
ー
に
変
更
し
ポ
ー
ト
ホ
ー

ル
ン
着
、
歓
迎
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
わ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
2
泊
3
日
の
ご
予

定
で
ホ
テ
ル
咲
き
都
に
宿
泊
さ
れ
夜
の

交
流
会
に
は
市
議
会
議
員
は
じ
め
関
係

各
位
の
皆
様
に
多
数
ご
出
席
い
た
だ
き

ま
し
て
心
か
ら
の
お
も
て
な
し
を
行
い

ま
し
た
。
翌
朝
か
ら
ふ
る
さ
と
訪
問
の

大
き
な
目
的
、
西
海
市
が
他
の
地
域
に

誇
れ
る
地
域
資
源
な
ど
時
間
の
許
す
限

り
視
察
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
私
ど
も

も
ご
一
緒
さ
せ
て
頂
き
有
意
義
な
ひ
と

時
で
あ
り
ま
し
た
し
、
改
め
て
西
海
市

の
歴
史
（
特
に
石
が
語
る
西
海
の
歴

史
）
そ
し
て
文
化
な
ど
の
素
晴
ら
し
い

地
域
資
源
に
触
れ
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
当
市
を
訪
問
い
た
だ
き
ま
し
た
事

に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
な
か

で
も
皆
様
方
が
懐
か
し
く
感
慨
に
ふ

け
っ
て
お
ら
れ
た
の
が
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル

ン
長
崎
で
の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
あ
り

ま
す
。
す
で
に
33
年
を
遡
る
事
、
東
の

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
、
西
の
オ
ラ
ン
ダ

村
と
し
て
２
０
０
万
人
も
の
来
場
者
で

一
時
期
を
謳
歌
し
た
旧
長
崎
オ
ラ
ン
ダ

村
時
代
を
懐
か
し
み
、
こ
の
度
の
再
生

を
自
分
の
ふ
る
さ
と
の
事
の
よ
う
に
喜

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
4
月
16
日
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
期
せ
ず
し
て
熊
本
地

震
の
本
震
が
未
明
に
発
生
し
た
朝
の
こ

と
で
あ
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
惨
状

を
考
え
手
放
し
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
喜

ぶ
心
境
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
大

変
複
雑
な
思
い
で
ス
ピ
ー
チ
の
原
稿
を

手
直
し
し
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。
地

震
学
上
の
想
定
を
は
る
か
に
越
え
る
長

期
間
の
余
震
に
お
の
の
き
復
興
に
は
多

額
の
財
源
と
年
月
を
要
す
る
事
は
申
す

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
先
月
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
第
１
１
８
回
九
州
市
長
会
で

も
九
州
は
一
つ
と
言
う
考
え
に
基
づ
き

支
援
の
為
の
特
別
決
議
を
採
択
い
た
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
九
州
各
県
と
も
修
学

旅
行
を
中
心
に
宿
泊
客
や
観
光
地
へ
の

キ
ャ
ン
セ
ル
が
続
い
て
お
り
長
崎
県
で

も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
西

海
市
内
で
も
修
学
旅
行
生
の
ペ
ー
ロ
ン

体
験
が
全
て
キ
ャ
ン
セ
ル
と
の
事
、
そ

う
し
た
中
、
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
ン
長
崎
、

バ
イ
オ
パ
ー
ク
は
予
想
を
越
え
る
入
場

者
で
近
隣
へ
の
経
済
的
波
及
効
果
が
更

に
期
待
で
き
そ
う
で
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
中
の
雪
浦
ウ
ィ
ー
ク
も
か
つ

て
な
い
人
出
で
町
並
み
や
田
舎
暮
ら
し

を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

▲関西大阪長崎県人会（ポートホールン長崎前）
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■
編
集
と
発
行

西
海
市
役
所
　
さ
い
か
い
力
創
造
部
　
政
策
推
進
課

西
海
市
大
瀬
戸
町
瀬
戸
樫
浦
郷
2222

番
地

☎
0959-37-0011（

代
表
） FA

X.0959-23-3101
E-m
ailア

ド
レ
ス
 info@

city.saikai.lg.jp
H
P
ア
ド
レ
ス
 http://w

w
w
.city.saikai.nagasaki.jp/

06
西
海
市
2
0
1
6
 N
O
.1
3
4

西
海
市

編
集
者
の
ひ
と
こ
と

　

梅
雨
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
動

い
て
い
な
い
の
に
汗
を
か
き
、
冷
た

い
ジ
ュ
ー
ス
ば
か
り
飲
ん
で
、
す
で

に
夏
バ
テ
に
な
っ
て
い
ま
す
（
笑
）

　

さ
て
、
話
は
さ
か
の
ぼ
り
ま
す

が
、
3
月
は
佐
世
保
市
の
烏
帽
子
で

ド
ッ
グ
ラ
ン
、
長
崎
市
の
伊
王
島
で

テ
ニ
ス
、
4
月
は
福
岡
市
の
舞
鶴
公
園

や
西
海
市
の
西
海
橋
公
園
で
お
花
見

と
、
か
な
り
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
動
き
ま

し
た
。
そ
れ
も
こ
れ
も
友
達
が
イ
ン

ド
ア
な
自
分
を
誘
っ
て
く
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
…
（
あ
り
が
た
い
で
す
）

　

テ
ニ
ス
は
初
心
者
で
色
々
と
教
わ

っ
た
の
で
す
が
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の

テ
ニ
ス
と
は
感
覚
が
全
く
違
い
、
ボ

ー
ル
が
高
く
打
ち
あ
が
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
徐
々
に
コ
ツ
を
つ
か
み
出

し
た
時
に
は
、
あ
っ
と
言
う
間
に
2

時
間
が
経
ち
、
コ
ー
ト
の
予
約
時
間

が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た

テ
ニ
ス
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ

の
頃
、
広
報
さ
い
か
い
5
月
号
11
ペ

ー
ジ
目
の
「
大
瀬
戸
総
合
運
動
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
オ
ー
プ
ン
」
と
い

う
記
事
を
見
て
、
体
が
う
ず
き
だ
し

て
い
ま
す
！
…
（
ひ
）

楽
し
い
初
夏
の
賑
わ
い

雪
浦
ウ
ィ
ー
ク

つ
な
が
る
 ひ
ろ
が
る
 未

来
へ
つ づ く  健 康 の 里 さ い か

い

つ
な
が
る
 ひ
ろ
が
る
 未

来
へ
つ づ く  健 康 の 里 さ い か

い

つつつ
なななな
がががが
るるるる
ひひひひ
ろろろろ
がががが
るるるる

未未未未
来来来来
へへへへ
つつつつ づづづづ くくくく 健健健健 康康康康 のののの 里里里里 ささささ いいいい かかかか

いいいい

広報

S A I K A I  C I T Y

西海市 2016 NO.134

06
西海市

まちづくり❸

きょういくの広場❻

環境ニュース❼

ほけんとふくし❽

まちの話題14

くらしの情報16
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観光トピック

市長コラム

ふ
る
さ
と
を
応
援
！

　
　
　
　

〜
い
つ
ま
で
も
輝
け
る
ま
ち
へ
〜

　

ふ
る
さ
と
寄
附
制
度
は
、生
ま
れ
故
郷
や
応
援

し
た
い
と
想
う
方
か
ら
広
く
寄
附
金
を
募
り
、こ

れ
を
財
源
と
し
て
各
種
事
業
を
実
施
し
、ふ
る
さ

と
の
活
性
化
に
資
す
る
も
の
で
す
。1
万
円
以
上

寄
附
さ
れ
た
方
に
は
ふ
る
さ
と（
西
海
市
）の
特
産

品
を
お
送
り
し
ま
す
。詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、西
海
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

寄
附
金
を
活
用
す
る
事
業
内
容

❶
自
然
景
観
の
保
全
や
緑
化
の
推
進

❷
観
光
施
設
の
美
観・価
値
を
維
持
、ふ
る
さ
と
の

　

観
光
地
の
ア
ピ
ー
ル

❸
伝
統
芸
能
や
地
域
文
化・食
文
化
の
伝
承

　

お
よ
び
育
成
の
支
援

❹
少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援
、

　

児
童
教
育
の
環
境
整
備

❺
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
福
祉
の
増
進
の
支
援

❻
旧
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村
施
設
の
再
生

❼
そ
の
他
西
海
市
の
発
展
に
寄
与
す
る
と

　

認
め
ら
れ
る
も
の

問
い
合
わ
せ
先

情
報
観
光
課　

☎
37
―
0
0
6
4

　

西
海
市
商
工
会
で
は
、西
海
市
内
で
の
購

買
を
促
進
し
、地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、1
冊
1
万
円
で
1
万
2
千

円
分
の
お
買
い
物
が
で
き
る「
2
0
1
6
さ

い
か
い
ほ
っ
と
券
プ
レ
ミ
ア
ム
」を
販
売
し
ま

す
。

　

今
年
も
な
ん
と
！
20
％
お
得
！
ま
さ
に

”プ
レ
ミ
ア
ム
“な
商
品
券
で
す
。

　

さ
ら
に
今
回
は
す
べ
て
5
0
0
円
券
な
の

で
、使
い
勝
手
も
プ
レ
ミ
ア
ム
!!

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、お
得
な
商
品
券
を
皆

さ
ま
の
暮
ら
し
の
充
実
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。詳
細
に
つ
い
て
は
、西
海
市
商
工
会
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
5
0
0
円
券
24
枚
綴

　
（
1
万
2
千
円
）を
1
万
円
で
販
売
。

●
販
売
開
始
は
7
月
3
日（
日
）

　

10
時
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

★
売
り
切
れ
次
第
終
了
し
ま
す
。

★
今
回
、事
前
予
約
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
一
人
当
り
の
購
入
限
度
額
は

　

5
万
円
で
す
。

　
（
代
理
購
入
は
1
名
分
ま
で
）

●
購
入
対
象
者
は
西
海
市
民
ま
た
は
、

　

西
海
市
内
に
お
勤
め
の
方
。

●
市
内
の
加
盟
店
で
使
用
で
き
ま
す
。

●
使
用
期
限
は
平
成
28
年
12
月
31
日

　
（
土
）ま
で
の
予
定
で
す
。

※
販
売
方
法
等
詳
し
い
内
容
は
、同
封
の

　

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

を
販
売
し
ま
す
！

「
2
0
1
6
さ
い
か
い
ほ
っ
と
券
プ
レ
ミ
ア
ム
」

西
海
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

問
い
合
わ
せ
先

西
海
市
商
工
会（
☎
37
―
5
4
0
0
）

担
当
：
原
口
、田
中

http://w
w
w
.shokokai-nagasaki.or.

jp/saikai

「
2
0
1
6
さ
い
か
い

  

ほ
っ
と
券
プ
レ
ミ
ア
ム
」概
要



くらしのカレンダー6月

月 火 水 木 金 土 日

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 
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健康相談（6月・7月）

※身体や心の健康に関することなどご相談ください。保健師などによる個別相談を行います。
※月曜日が大瀬戸、金曜日が西彼に変更になりました。

6月24日・7月29日
6月29日・7月27日
6月30日・7月28日
6月28日・7月26日
6月27日・7月25日

曜日
金
水
木
火
月

　　　 場　所
西彼保健福祉センター
西海保健センター
大島保健センター
崎戸中央公民館
大瀬戸保健センター

受付時間

９：３０～１１：００

すくすく相談会
7月20日

曜日
水

　　　場　所
大島保健センター

　時　間
１1：００～１2：００

予約締切
7/14（木）

乳幼児相談
6月17日
6月28日
7月 1 日
7月12日
7月15日
7月26日

曜日
金
火
金
火
金
火

　　　　　　場　所
大瀬戸保健センター
西彼保健福祉センター
大島保健センター
西海保健センター
大瀬戸保健センター
西彼保健福祉センター

受付時間

１０：００～１１：３０

母子健康手帳交付日程

救急医療在宅当番医

※上記の定例日以外の発行については、原則として予約制です。こども課にご連絡ください。
※母子健康手帳交付には、印鑑、個人番号カード（マイナンバーカード）もしくは、
　個人番号通知カードおよび身元を確認できる証明書が必要です。

6月17日
7月15日

曜日
金
金

　　　　　　場　所
こども課（市役所第1別館）
こども課（市役所第1別館）

受付時間

１３：３０～１６：００

西彼杵医師会　☎０９５‐８８２‐５２６８ 
※当番医は変更になることがあります。 ※ご利用の際は、当番医に電話で確認してください。

※専門外に対しては診療ができない場合があります。

臨床心理士による子育てに関する相談を受付けています。
　乳幼児相談、乳幼児健康診査等の日程については、「西海市母子健康カレ
ンダー」に掲載しています。母子健康カレンダーは、母子保健事業実施時や各
総合支所でも配布します。また、西海市ウェブサイトにも掲載しています。

※就学前までのお子さんと保護者の方を対象に、身体計測・栄養相談・歯科相談・保健相談を行います。
※お誕生相談（その月に1歳のお誕生日をむかえる方が対象です。事前に通知します。）
※妊婦相談（助産師や保健師、栄養士が対応いたします。）
※おっぱい相談（妊婦・授乳中の方の相談を助産師がお受けします。予約優先です。）

●救急医療
在宅当番医
田中クリニック（西彼）
☎27－0035
須山医院（大島）
☎34－2123
松島診療所（大瀬戸）
☎37-0130

●救急医療
在宅当番医
せいひ中央クリニック（西彼町）
☎28－1190
浦口医院（大瀬戸）
☎22－0015

●崎戸地区
「女性の悩みごと」
特設相談・法律相談
崎戸中央公民館
10時～16時

●脳★はつらつ教室
大島離島センター
10時～11時
●脳★はつらつ教室
本郷公民館
13時30分～14時30分

●脳★はつらつ教室
西海公民館
10時～11時
●脳★はつらつ教室
西彼教育文化センター
14時～15時

●脳★はつらつ教室
ふれあい工芸館
14時～15時

●脳★はつらつ教室
中浦公民館
14時～15時

●健康相談
西彼保健福祉センター
9時30分～11時

●健康相談
大瀬戸保健センター
9時30分～11時

●健康相談
西海保健センター
9時30分～11時

●脳★はつらつ教室
大島離島センター
10時～11時
本郷公民館
13時30分～14時30分

●健康相談
大島保健センター
9時30分～11時

●脳★はつらつ教室
中浦公民館
14時～15時

●集合税1期納期限

●健康相談
崎戸中央公民館
9時30分～11時

●障がい者就労相談
福祉事務所1階会議室
13時～15時

子どもの予防接種
※麻しん・風しん予防接種の対象は下記のようになっています。
・第１期：生後１２か月以上２４か月未満
・第２期：平成２２年４月２日～平成２３年４月１日生まれ

子どもの予防接種
※麻しん・風しん予防接種の対象は下記のようになっています。
・第１期：生後１２か月以上２４か月未満
・第２期：平成２２年４月２日～平成２３年４月１日生まれ
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※各教室講座については、各担当部署にお問い合わせください。
※大瀬戸コミセン：大瀬戸コミュニティセンター　※大島離島センター：大島離島開発総合センター

●救急医療
在宅当番医
小武医院（西海）
☎32－2121
中村医院（大瀬戸）
☎22－0012

●第53回大瀬戸
ペーロン大会
瀬戸港
8時50分～14時30分

●救急医療
在宅当番医
真珠園療養所（西彼）
☎28－0038
山崎医院（崎戸）
☎35－3337

●救急医療
在宅当番医
金森医院（西海）
☎32－0006
雪浦ひうらクリニック
（大瀬戸）
☎22-9508
松島診療所（大瀬戸）
☎37-0130

●救急医療
在宅当番医
田中医院（西海）
☎32－0033
わたなべクリニック
（大瀬戸）
☎23－3002

●第24回長崎
西海トライアスロン祭
大島町、一部西海町
9時～13時

●救急医療
在宅当番医
田中クリニック（西彼）
☎27－0035
須山医院（大島）
☎34－2123

●救急医療
在宅当番医
東内科医院（西彼）
☎27－0127
池田医院（西海）
☎33－2021

●脳★はつらつ教室
西海公民館
10時～11時

●脳★はつらつ教室
西彼教育文化センター
14時～15時

●脳★はつらつ教室
ふれあい工芸館
14時～15時

●年金相談
（予約制）
西彼総合支所

●脳★はつらつ教室
中浦公民館
14時～15時

●脳★はつらつ教室
ふれあい工芸館
14時～15時

●崎戸地区
行政相談
崎戸中央公民館
10時～15時

●大島地区
行政相談
大島離島センター
10時～14時

●健康相談
大瀬戸保健センター
9時30分～11時

●健康相談
崎戸中央公民館
9時30分～11時

●健康相談
西海保健センター
9時30分～11時

●脳★はつらつ教室
大島離島センター
10時～11時

●脳★はつらつ教室
本郷公民館
13時30分～14時30分

●健康相談
大島保健センター
9時30分～11時

●脳★はつらつ教室
中浦公民館
14時～15時）

●健康相談
西彼保健福祉センター
9時30分～11時

●大瀬戸地区
行政相談
大瀬戸コミセン
10時～15時

●脳★はつらつ教室
大島離島センター
10時～11時

●脳★はつらつ教室
本郷公民館
13時30分～14時30分

●西彼地区人権
行政・法律相談
西彼保健福祉センター
10時～15時

●脳★はつらつ教室
西海公民館
10時～11時

●脳★はつらつ教室
西彼教育文化センター
14時～15時

●第24回長崎
西海トライアスロン祭
開会式
大島文化ホール
16時30分～18時



　固定資産税の課税対象となる物件（土地・家屋）の詳細は、6月1日付

で送付した「固定資産税課税明細書」でご確認ください。

※固定資産税の課税標準額が次の金額に満たない場合は、固定資産税

は課税されません。

固定資産税について

●納付方法

　西海市役所本庁・各総合支所・出張所のほか、納付書裏面記載の各金融機関・郵便局およびコンビニエンススト

アで納付できます（ただし、利用できる納付書は、バーコードが印字されたものに限ります）。また、口座振替の方法

で納付することも出来ますのでご利用ください（金融機関への申請手続きが必要になります）。

※納期限を過ぎると、コンビニでは納付できない場合がありますのでご注意ください。

●税金は納期限内に納めましょう

　税金は、定められた期限までに納税者のみなさまが自主的に納めていただくことになっています。納付を忘れて

納期限を過ぎても納めていただけないときは、督促状により納税を促すほか、電話や文書による催告を行います。

それでも納めていただけない場合は、納期内納税者との公平を期すため、財産調査等を行ったうえで差し押さえ

などの滞納処分手続きに入ります。

●納税相談

　やむを得ない事情により納期限までに納税ができない場合には、お早目に納付方法等についてご相談くださ

い。月1回、不定期ではありますが夜間納税相談を行っていますので、日程等については事前にお問い合わせくだ

さい。

納税について

2．非自発的失業者の税額軽減について

　倒産・解雇・雇い止めなどの非自発的な事由により離職され、失業等給付を受ける方については、国保税が軽

減されます（申請手続きが必要です）。

●対象となる方

ハローワークが発行する雇用保険受給者証によって、下記のいずれかに認定されたことが確認できる方。

　○雇用保険の特定受給資格者（倒産、解雇による離職）

　○雇用保険の特定理由離職者（雇い止めなどによる離職）

3．軽減の対象となる世帯の軽減判定所得の判定について

5割軽減については「33万円+26万円×（被保険者数+特定同一世帯所属者数）」から

  　  「33万円+26.5万円×（被保険者数+特定同一世帯所属者数）」に、

2割軽減については「33万円+47万円×（被保険者数+特定同一世帯所属者数）」から

  　　「33万円+48万円×（被保険者数+特定同一世帯所属者数）」に、

それぞれ見直されました。

土　　地

家　　屋

償却資産

30万円

20万円

150万円

※内容にご不明な点がございましたら、下記までご連絡ください。

問い合わせ先 税務課  37-0062 納税については 債権管理課  37-0025

集合税とは

　西海市では、「市県民税」「固定資産税」「国民健康保険税」の納期をそれぞれ年間10期（毎年6月から翌年3月まで）

に分割し、期別ごとに合算した税額を納付する方式を採用しています。これを「集合徴収」といい、集合徴収する3種

類の税を総称して『集合税』と呼んでいます。（※「集合税」という税を徴収しているわけではありません。）

　なお、年税額が1万円未満のとき、または各期の額に1,000円未満の端数があるときは、全て第1期の納付額に合

算されます。

市県民税について

国民健康保険税について

1．住宅借入金等特別税額控除（住宅ローン控除）

●対象となる方

　平成11年から平成18年までまたは平成21年から平成31年6月までの入居者で所得税の住宅借入金等特

別控除の適用を受けている方

（※平成19年から平成20年末までに入居された方は、個人住民税の住宅ローン控除はありません。）

●控除額（以下のいずれか小さい額）

①所得税の住宅ローン特別控除可能額のうち、所得税から控除しきれなかった額

②所得税の課税総所得金額等の額に5％を乗じて得た額（最高97,500円）

　ただし、平成26年4月から平成31年6月までの入居者で特定取得に該当する場合は、7％を乗じて得た額

（最高136,500円）

●控除適用期間

　10年間（所得税の住宅ローン特別控除の適用を受けている期間）

2．個人住民税の均等割の税率

市民税　3,500円　　　県民税　2,000円

●県民税のうち、500円は森林保全のために使われます。

●東日本大震災の教訓を踏まえた緊急防災・減災事業を推進するため、平成26年度から平成35年度までの10

年間について、個人住民税の均等割の税率が引き上げられました。市民税・県民税ともに500円、あわせて

1,000円の引上げとなります。

1．税率

　税率、賦課限度額が改正されています。

所得割（課税標準額＊）

資産割（対資産税額）

均等割（一人あたり）

平等割（一世帯あたり）

賦課限度額（課税される上限額）

7.9%

18.0%

23,000円

22,000円

54万円

2.4%

5.0%

7,000円

7,000円

19万円

2.3%

4.0%

9,000円

6,000円

16万円

改正

〃

〃

〃

〃

平成28年度 医療分
（全被保険者）

支援金分
（全被保険者）

介護分
（40歳～64歳）

＊課税標準額…個人ごとに、総所得金額から基礎控除額（33万円）を差し引いた金額

発行元：市民環境部　税務課

（平成28年6月版）
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競技コースでの
交通規制を実施します

第24回 長崎西海トライアスロン祭の開催に伴い

●大会開催日時：7月24日（日）8時10分～13時
●交通規制実施日時：7月24日（日）8時5分～13時

　大会の開催に伴い、競技の安全を図るため、大会当日の7月24日（日）8時5分から13時まで、競技コースと
なる大島町内・大島大橋の県道や市道で交通規制を実施します。
　市民の皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、交通規制へのご協力をお願いします。
　7月24日（日）が国政選挙の投票日と日程が重なった場合、7月10日（日）に変更となります。
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ら
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ご
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●交通規制の内容（状況に応じて実施します）
・全面通行止め

　左面の赤線部分の道路は、全面車両通行止めとなります。

・緊急車両のみの交互通行

　左面の青線部分の道路は、原則として車両は全面通行禁止ですが、片側通行帯を設けて事故

や病気など、緊急車両に限り通行できるほか、定期バスについては間引き運行されます。

●駐車禁止…競技のコースとなる道路上は、すべて駐車禁止となります。

交通規制の時間帯に運行する定期バス

交通規制の時間帯に運休する定期バス

崎戸⇒大島線
崎戸本郷発12:48 ⇒大島営業所前行

大島⇒崎戸線
黒瀬農協前
大島営業所前発
黒瀬農協前発
大島営業所前発
大島営業所前発
黒瀬農協前発
大島営業所前発

7:56　⇒
8:34　⇒
8:54　⇒
9:55　⇒
11:10　⇒
11:59　⇒
12:58　⇒

ホテル咲き都行
崎戸本郷行
大島営業所前行
崎戸本郷行
ホテル咲き都行
崎戸本郷行
崎戸本郷行

西大島経由左循環線（左回り）
黒瀬農協前発

黒瀬農協前発
黒瀬農協前発

9:46　⇒
11:01　⇒
12:50　⇒

大崎高校前行
大崎高校前行
大崎高校前行

西大島経由右循環線（右回り）
大崎高校前発

大崎高校前発
8:19　⇒
10:23　⇒

黒瀬農協前行
黒瀬農協前行

崎戸⇒大島線
崎戸本郷発
崎戸本郷発
ホテル咲き都発
大島営業所前発
崎戸本郷発
崎戸本郷発
ホテル咲き都発

7:32　⇒
8:10　⇒
8:51　⇒
9:35　⇒
9:20　⇒
10:35　⇒
12:00　⇒

黒瀬農協前行
大島営業所前行
大島営業所前行
黒瀬農協前行
黒瀬農協前行
黒瀬農協前行
黒瀬農協前行

☆詳しくは、
「長崎西海トライアスロン」実行委員会事務局
（大島総合支所内：☎23-0010）におたずねください。


